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町一 1.大学教育ネットワーク

1. はじめに

「大学教育ネットワーク (ht旬:lIwww.highedu.kyoω'u.ac.jp/edunetl)Jは、大学教員を対象

に、その相互研修の場をオンライン上に展開することを目指して構築された(図1)。元々2003

年度より提供していた「大学授業ネットワーク」を拡大、発展させ、現在は 3つのプロジェク

トで構成されているロ「大学授業データベース(旧、大学授業ネットワーク)Jは、各自の授業

実践記録や授業ツールを紹介し、オンラインを介して大学教員どうしの教育に関する知的交流

を促進するためのサイトである。現在 32の授業実践あるいは FD実践がコンテンツ化されて

いる。「大学教育研究フォーラム・アーカイブ&レビュー」は、本センターが毎年主催する大学

教育研究フォーラムにおける個人研究発表の要旨を PDFファイル化して公開し、ユーザーの

教育改善資料として利用可能な「アーカイプ」と、教育改善に関する実践分野ごとの動向を専

門家がレビューし、その論考をコンテンツ化した「レビュー」で構成している。 rWeb公開授

業」は、各自の授業映像をオンライン上で公開し、電子掲示板上で授業検討会をおこなうため

のシステムである。授業公開には2画面同期された映像を利用する。現在、大学教育ネットワ

ークへは、圏内外から月に 1，300-1，500件のアクセスがある(表1)。
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表 1 大学教育ネットワークへのアクセス(一意な訪問者、 2009年1月22日現在)

2008年

01 s 1.341件 02s 1. 150仲 03s 1.114件 04s 1. 1自5件

05s 1.332件 08周 1. 454仲 07s 1.自由2件 08s 1.404件

09s 1.340件 10周 1. 839仲 11 s 1. 584件 12s 1.300件

2009キ

01 s 1，033件

遠隔FD企画実践プロジェクトでは、高等教育研究開発推進センターですでに開発した Web

公開授業の実践を拡大することを出発点として、大学教育ネットワークに含まれるコンテンツ

の充実や、大学教員教育研修のための新しいオンライン研修プラットフォームの開発、および

それを利用した研修プログラムの開発を目指している。

1 -1. Web公開授業について

Web公開授業は、授業映像と電子掲示板を活用し、大学教員がインターネット上で公開授

業・検討会をおこなうためのオンライン研修システムで、 2006年 1月にプロトタイプが完成

し、その後、試行と改良を重ねてきた。島根大学教育開発センターとの FDに関する共同研究

としてスタートしたが、その後、山形大学高等教育研究企画センタ一、大分大学高等教育開発

センターが加わり、三大学での共同実践研究としてこれまで実施してきた。現在、 2008年 9

月に関西地区FD連絡協議会の研究ワーキング・グループ内に設置されたWeb公開授業研究サ

ブ・グループ(以下、 rSGJ と略す)の参加者を含めた約 50名の大学教育の教育改善に関す

るオンライン・コミュニティを形成している。

ω2008年度の実践について

2008年度は、島根大学生物資源科学部の教員による Web公開授業を実施した。公開期間は

10月 27日から 11月 10日までの 15日間で、参加人数は 51名であった。この実践より、次項

で述べる Web公開授業研究 SGのメンバーが参加した。

今回公開した授業は、昨年度までおこなってきた一斉型講義に、島根大学教育開発センター

の教員との協働により協調学習の導入を試みた理系の授業であったロこれまでの実践と同様に、

公開開始直後に、授業者より、受講者、授業の目的、期待される結果、検討会で議論したい点

など、当該授業に関する情報について最初に投稿してもらうよう依頼した。これにより、対面

とは異なって拡散しがちな電子掲示板上の議論を、授業者が抱える課題を踏まえてある程度論

点を絞り込んだ形で進行させることが可能となる。公開期間中、 Web公開授業へは 25名から

のアクセスがあり、投稿記事数は 27件であったo このうち、授業提供者からの投稿は 6件で

あったo 今回の実践は、初参加ではあるが実践への興味関心の度合いが高い Web公開授業研

究 SGを通じての参加者からの積極的な投稿が目立った。投稿記事内容は、システムの登録者

にメーリング・リストで投稿される度に全文が配信されるため、すべての参加者がシステムへ

アクセスするわけではないことは過去の実践と同様の結果であった。

なお、次回の Web公開授業は 2009年 5月頃に実施する予定である。
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(b)Web公開授業研究サプ・グループの発足と参加

関西地区 FD連絡協議会(以下、「関西 FDJ と略す)研究ワーキング・グループの下、大学

問で共同研究活動をおこなうためのサブ・グループのひとつとして、 Web公開授業研究 SG(主

査校:京都大学)が 2008年 9月に設置された。設置目的は、 Web公開授業のシステムを利用

して、関西 FD会員校の参加者を中心に、オンラインを活用した公開授業・検討会を実施する

とともに、 Web公開授業のあり方に関する共同研究を実施することである。前項の実践より、

SGの構成員 12名が新たに Web公開授業への参加者として加わったo なお、 SGへは個人単位

で参加できる。

2008年 11月 14日に Web公開授業研究サブ・グループの第 1回会合が京都大学吉田南 1号

館にておこなわれた(写真1)。出席者は 7名であったロまず、主査校より本SGの活動趣旨に

ついて説明がなされた後、出席者の自己紹介をおこなった。直前に実施した Web公開授業実践

に参加した感想を述べた後、実践の手順や方法、個別大学または大学関連携における実施の可

能性、システムの整備についてなど、自由に討論をおこなった。最後に 2008年度の活動計画

について主査校より提案がなされ了承された。提案には、作成したメーリング・リストの活用、

次回の Web公開授業の実施計画{r資源論」南木睦彦先生、流通科学大学)が含まれる。会合

当日の配付資料と議事録をそれぞれ資料1、2に示す。

写真1 Web公開授業研究サプ・グループ第1回会合 {2008.11.14、京都大学)

(c)システムの改修

2009年度中に Web公開授業システムに対しておこなった改修を以下に列挙する。

-本学情報セキュリティ・ポリシーに対応するため、ウェブ・サーバーへ SSL設定を施し通信

を暗号化した

-電子掲示板の操作性向上のため、リッチ・テキスト・エディタ (nicedit)をシステムに組み

込んだ楽

・システムの継続的な改善をおこなうため、ユーザーの利用状況をこれまで以上に詳細に把握

する必要があり、管理メニューのアクセス・ログ機能の出力項目を追加した※

・システム利用に際してどの映像がよく視聴されているかをユーザーが把握できるように、授
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業別、映像別のアクセス・カウンタを配信中のベージに表示させた※

-電子掲示板上のテキストから授業映像へ直接リンクを貼り、指定する映像ページへジャンプ

可能にした※

・配信終了授業のページに、授業映像からのキャプチャ画像を掲載可能にした※

(※印は本講執筆時点では改修作業中であり、年度内に完了する予定である)

ω研究報告

Web公開授業の実践報告を、カナダのエドモントンで開催された ISSOTLにおいて 2008年

10月18日におこなった [1]0(V-B-3節参照)

1-2.日本語版KEEPToolkitの開発

大学教育ネットワークに含まれるコンテンツをはじめとする既存のオンライン・リソースが、

現在では本センターから利用者へ一方向的に提供されており、教育改善に関わるユーザー問、

あるいはコンテンツの提供者と利用者間のインタラクションがこれまで困難であった。これを

克服するため、個別ユーザーが作成する教育に関するデジタル・コンテンツを、ワェプ上で共

有する仕組みを開発する必要性があった。この開発にあたり、カーネギー教育振興財団知識メ

ディア研究所がオープン・ソース・プログラムとして提供している KEEPτbo肱itと呼ばれる

マルチメディア・ポートフォリオ作成ツールの日本語版の開発をおこなうことを、遠隔 FD企

画実践プロジェクトの中心的開発業務として計画した 12]0本システムは、大学教育ネットワ

ークの4つめのプロジェクトとして加わる予定である。なお、本プロジェクトには学内外より

以下のスタップが関わっている。

遠隔FD企画実践プロジェクトスタッフ(敬称略)

酒井博之、田口真奈、笹尾真岡IJ (本センター第一部門)

小山田耕二、日置尋久、酒井晃二、坂本尚久(本センター第三部門)

山田剛史、森朋子(島根大学教育開発センター)

杉原真晃(山形大学高等教育研究企画センター)

尾津重知(大分大学高等教育開発センター)

村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

(心 KEEPτ凶，lkitについて

KEEP τbo肱itを利用すれば、教授学習に関するさまざまな知識や経験を、個々の教員がマ

ルチメディアを利用したポートフォリオとしてオンライン上に顕在化し、それらを教員同士の

コミュニティで共有し、互いの実践やアイデアについて吟味し合うことができる [3]0KEEP 

Toolkitでは、「スナップショット」と呼ばれる 1枚のウェブ・ベージをブラウザ経由で作成す

ることがユーザーの基本作業となる(図 2)。このスナップショットは、一般的なワェブ・サイ

ト同様、テキスト以外にも、画像、映像など、さまざまな電子ファイル形式を扱うことができ

る。利用する目的に合わせてさまざまなテンプレートがあらかじめ用意されているので、ティ

ーチング・ポートフォリオを作成した経験がない教員でも短時間で美しいスナップショットを
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作成することができる。作成した複数のスナップシヨットは、スティッチ機能を使って 1つの

サイトとしてまとめることもできる。

なお、知識メディア研究所では、 KEEPToolkit以外にも、 KEEPユーザーが公開した作品

を学問分野別などの分類された形で閲覧できる fGalleryofTeaching & LearningJ、ユーザー

同士でより効果的に知識や経験を共有、交換するために Web2.0の技術を導入した「τ'eaching

& Learning CommonsJを提供している [4][5]0

1- _===-===l:ilii:ii_ 
同町山田… … … 町 一 …m 酬
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図2 KEEP 宜b。也誌で作成したスナyプショットの例

KEEP τbo肱itの開発は、カーネギー財団のフエローシップ・プログラムである CASTL

(Carnegie Academy for the Scholarship ofTeaching and Learning)プログラムのパイロッ

ト・グループと共同で 2002年に始まったが、同時に CASTLプログラムの活動を支援するた

めに KEEPToolkitが活用されながら発展してきたともいえる。 KEEPToolkitのウェブ・サイ

トによると、 2008年 12月 17日現在、登録ユーザー数は約 3万7千名、スナップシヨット数

は約 14万件の巨大なコミュニティを形成している。 2008年 5月のカーネギー財団訪問前後に

(V-A-4項参照)、 KEEPτbolkit導入について検討したが、上に述べたような大学教員コ

ミュニティの教育改善活動支援のために KEEPToolkitが利用され改善を加えながら発展して

きたという経緯や実績が、このオンライン・ツールを採用した大きな理由でもある。

KEEP τbo肱itは、カーネギー財団のワェブ・サイトでオンライン・サーピスとして提供し

ているパージョンと、オープン・ソースとして提供している配布版の2種類がある。 2008年9

月にリリースされた最新パージョンの配布版KEEPToolkit 2.5は、オープン・ソース・ソフト

ウェアのリポジトリ・サイトである SourceForge.net[6]からダウンロードできる。このパー

ジョン・アップでは多言語で利用可能な国際化対応機能も追加されていたが、日本語環境には

未対応であったため、日本語版を改めて開発する必要があったo

また、 KEEPToolkitを大学教員の多様なコミュニティで利用するために、オープン・ソー

スのラーニング・マネジメント・システム (LMS)である Sakaiをプラットフォームとして採

用した。 KEEPToolkitをSakai上で利用できるプラグインが配布版KEEPτbo肱抗で提供さ

れており、これが利用可能であったことも Sakaiを採用した理由の一つである。
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(1，)開発の経過について

KEEP τbo肱it13本語版の開発にあたって、いくつか独自の機能を付け加える予定である。

例えば、 SakaiとKEEPToolkitのアカウント情報を同期させることによって、両者の乗り入

れが容易になる。また、システムへのアカウント登録については、基本的には大学教員を対象

ユーザーとし、既存のユーザーからの招待制により登録可能とした。また、自発的な教育改善

に関するコミュニティ形成を支援するために、 Sakai上で容易にユーザー・コミュニティを作

成したり、既存のコミュニティに参加したりする機能を持たせることとしたロ

本報告書執筆時は、まだ開発の途中段階であるため、本稿ではその経過について報告してお

くにとどめたい。

-開発を始めるにあたり、 2008年 5月 13日に関係する学内外のスタッフが集まり、全体打合

せをおこなった。初期の画面遷移図を参照しながら、参加者間で開発システムに関する意見

交換をおこなった。外発的な動機づけがない限りは利用されないのではないかという懸念材

料も挙げられたが、支援する大学教員のコミュニティ像や地域拠点への適用のあり方などに

ついて生産的な議論ができた。

'5月のカーネギー財団訪問後、システム仕様について詳細な検討を加え、 6月中旬頃に KEEP

Toolkit日本語化にあたってひとまずの仕様書が完成した。この後システム構築に着手した。

・6月 23日には、日本語版 Sakaiの開発者である梶回将司先生(名古屋大学情報連携基盤セ

ンター)に、テレピ会議システム経由でSakaiに関する説明を伺うことができ、 Sakai採用

にあたって貴重な示唆を得ることができた。

'10月5-12日に、カーネギー財団より配布版KEEPτbolkitの開発責任者であるピーター・

スパングラ一氏(プログラム・アソシエイト)を招聴した。滞在期間中、システムの日本語

化やアカウント同期に関わる技術的な示唆を直接得ることができた (V-C-1項参照)010 

月6日には、学内のプロジェクト担当スタッフが参加し、 KEEPToo肱itをはじめとする知

識メディア研究所が運営するオンライン・ツールに関する研究会 fTheKEEP τbo止it:

Educationa1 Knowledge SharingτechnologyJをスパングラー氏を交えて開催した。

• 2009年 1月24-25日に開催した国際シンポジウム「日本の FDの未来ーBuildingthe Core 

in Faculty Developmenトー」の中で、開発中の日本語版KEEPToolkitの画面例を紹介する

機会があったo 現在、次年度中の公開を目指して引き続き作業を進めている。

1-3.上記以外の大学教育ネットワークの活動について

このほか、「大学教育研究フォーラム・アーカイブ」には、 2009年3月20・21日に実施される

第15回大学教育研究フォーラムにおける自由研究発表要旨のPDFファイルを順次追加する予

定である。また、「大学教育研究フォーラム・レピュー」は、ファカルティ・ディベロップメン

ト (FD)について、慶応義塾大学の井下理先生の論考「大学教育研究フォーラムにおけるFD

研究報告の動向-FD義務化前の 6年間の報告を中心として」を新規コンテンツとして掲載す

る予定である。
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Ⅳ－１. 付録１

Web公開授業研究サブ・グループ第1回会合

闘西地区 FD連絡協議会研究ワーキング・グループ

日時・ 2008年 11月 14日(金)15:00-17:00 

場所・京都大学吉田南 1号館共 201室

議 事

1. Web公開授業研究サブ・グループの活動趣旨(資料 1)

2. メンバー自己紹介(資料2)

3. Web公開授業に参加しての感想(資料3参照)

10月27日-11月10日「・・・・学」・・・先生(・・大学)

4 自由討論

議論するテーマ(例)

1)実践の手順や方法について

匿E

・参加者の人数や構成(学内/大学問、学問分野別/混在、若手/ベテラン、モデレータ)をどう考えるか

・検討会をオンライン(電子掲示板)で行うことの是非

2)個別大学での実施または大学問連携に向けた計画

・貴学ならどのように実施するか、他大学との連携の可能性はあるか

.参加する一般教員に対する評価はどのように考えるのか

3) システムの整備

・セキュリティ(個人情報)、メーリング・リストなど

5. 2008年度活動スケジューノレ案

-メーリング・リストの活用田...........

※サプ・グループ所属メンパーと、京都大センター遠隔FDプロジェクトのスタップが登録されています

.2008年度第 2回Web公開授業の実施(案) (1-2月)

「・・輪」・・・・先生(・・・・大学)

関西 FDのWeb公開授業研究サブ・グループ主催

教養科目、受講生数約 200名の科目。大衆化した文系私学の大規模授業。

-システムの改修
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-成呆の共有 (-3月)

成果をオンライン上で共有する(各大学の代表者が報告)

→年に 1回程度、ギャラリー(公開)を更新。

配付資料

(1) Web公開授業研究サプ・グループ第1回会合(本資料)

(2)関西地区 FD連絡協議会ニュースレター創刊号

(3)第1回関西地区 FD連絡協議会シンポジウム ちらし

(4)京都大学 FD研究検討委員会パンフレット「京大の FDJ

(5)京都大学高等教育研究開発推進センター第 79公開研究会 ちらし

(ω 京都大学高等教育研究開発推進センター国際シンポジウム ちらし

(7)大学教育ネットワーク ちらし

匿E
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W.b公開授業研究サフ・グループ第1回会合

関西地区 FD連絡協議会研究ワーキング・グループ

日時:2008年 11月 14日(金)15:00-17:00 

場所目京都大学吉田南1号館共201室

議 事

1. Web公開授業研究サプ・グループの活動趣旨

2. メンバー自己紹介

3. 2008年度第 1回Web公開授業の概要と報告

匿図

公開授業:10月27日(月)-11月10日(月) r・・・・学J (・・大学・・・・・学部)

4. 自由討論

1)実践の手順や方法について

・参加者の人数や構成(学内/大学問、学問分野別/混在、若手/ベテラン、モデレータ)

・検討会をオンライン(電子掲示板)で行うことの是非

-教員の研究授業、新人教員研修、仮説実験検討授業、学生主導型授業の発展などとしての公

開授業の実施

・ターゲットの明確化(授業改善を志向する教員、アドバイスを必要とする教員など)

・授業のタイプやテーマで類型化して、参加者を募る(例目ディスカッション、グループワー

夕、ローノレプレイなど)

・授業を蓄積し、データベース化する

2)システムの整備

・セキュリティ(個人情報)、メーリング・リストの整備

3)授業の撮影に関する肖像権の問題

・学生への授業撮影の承諾手続き

・未成年の学生に対しての手続き



－ 224 － － 225 －

Ⅳ－１. 付録2

5. Web公開授業 SGの今後の方向性

. MLでの情報交換

・対面での会合を持つ。

・成果をオンライン上で共有する

6. 2∞8年度第2回Web公開授業の実施

「・・論J (・・・・大学)

2009年 1月-2月の実施予定

配付資料

(1) Web公開授業研究サプ・グループ第1回会合

匂)関西地区 FD連絡協議会ニュースレター創刊号

(3)第 1回関西地区 FD連絡協議会シンポジウム ちらし

(4)京都大学 FD研究検討委員会パンフレット「京都大学の FDJ

(5)京都大学高等教育研究開発推進センター第 79公開研究会 ちらし

匪国
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町一 2.大学教育研究フォーラム

1.概要

大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し、 1994年度よ

り年 1 回開催してきたものであるロ今年で 15 回目を迎えるロ毎年 400~500 名の大学教職員

関係者が参加する、全国的にも広く認知された大学教育改善に関する研究・実践交流の場であ

る。

同フォーラムは、 FD(ファカルティ・ディベロップメント)や教授法、教育評価、遠隔教育

といった諸領域における、学内・学外の大学教育関連の最先端の実践知をあまねく集積する場

として開催するものである。最近の趨勢をふまえた最先端の知見は、学内外の教育改善推進に

大きく貢献すると考えられている。

2008年度の特別教育研究「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」を受けて、大学教育

研究フォーラムは園内連携事業のーっとして運営されている。

2.プログラムの特徴

大学教育研究フォーラムは、①シンポジウム、②特別講演、③小講演、④ラウンドテーブル、

⑤個人研究発表から構成される。

①シンポジウムは、大学教育実践に関わる時宜にかなったテーマを取り上げ、パネリストと

フロア参加者を含めた討論をおこなう。

②特別講演は、大学教育に関わるリーダー的役割を担った識者に登壇していただき、我が国

の高等教育の方向性やヴィジョンを提示していただく o

③小講演は、各論的に、具体的なトピックを 8つ取り上げ、最先端の知見を提供する。

④ラウンドテーブルは、ある特定のテーマでの研究・実践交流を促す目的で、一般参加者か

ら募集する。本年度のフォーラムでは8件の応募があった。

⑤個人研究発表では、 rFD・授業公開Jr教育評価JrカリキュラムJr授業研究Jr教育評価」

r e.Learning ・遠隔教育Jr大学生・大学生活」の研究部会を用意し、大学教育実践研究の交

流の場としているロ本年度のフォーラムでは、 38件の応募があった。

3.関西地区 FD連絡協職会との同時実施

2008年度の大学教育研究フォーラム (2009年 3月 20日・21日開催)は、特別教育研究「大

学教員教育研修のためのモデル拠点形成」の国内連携事業のーっとして、昨年度までの形態を
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踏襲して 2日間プログラムで実施する。

しかし、特別教育研究のプロジェクトには地域連携としての関西地区 FD連絡協議会の活動

があり、本年度は地域連携活動との、まさに連携をはかることを大学教育研究フォーラムの工

夫・発展として考えた。具体的には、前日の 3月 1913に『第 2回関西地区 FD連絡協議会主

催イベント 公開研究会」として設定した。したがって、本年度の大学教育研究フォーラムは、

実質上 313問プログラムとして発展し、実施されることになる (2009年 2月末時点)。

-第2団関西地区m連絡協聾会主催イベント 公開研究会

・企画テーマ:授業評価からFD評価へ

.日時 2009年 3月 19日(木)14:00-17:30 

・場 所:京都大学百周年時計台記念館・2F国際交流ホール

・進 行:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター)

.話題鍵供: 米谷淳(神戸大学大学教育推進機構)

.概要

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構)

大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター)

栗田佳代子(大学評価・学位授与機構)

羽田貴史(東北大学高等教育開発推進センター)

わが国でも、 1991年の大学設置基準の大綱化による自己点検・自己評価の努力義務化に伴って、各大学で「授
業評価」が急激に導入され始め、今やほとんどの大学で授業評価が行われるようになっています。ひと頃は、「授業評

価」がfFDJの代名前としてしばしば使われることもありましたが、 2008年の大学設置基準の改正により、いわゆる

fFDJが義務化され、ただ、「授業評価」をやればよいとし、うことではなく、実際に、「授業改善」にどのように活用してい
ったらよいかが間われるようになってきています。設置基準の条項には、この「改善」に向けて、「組織的」な研修・研究

が求められていますが、 FD義務化時代にあって、 FDがどのように行われ、どのように機能しているかを表現する必要
性が新たな評価の課題として生じても来ています。そこで、本公開研究会では、高等教育における授業評価、教育評

価に経験の深い話題提供者をお迎えして、授業評価から授業改善へ、そして、授業改善からその総体としてのFD評
価へと、どのように展開させていくことが望まれるのかについて議論を深めていきたいと，思います。

.参加費:無料

.申込方法:関西地区FD連絡協議会HP http://www.kans田'fd.orgより参加申込書をダウンロードの
上、メーノレまたはファックスにてお申し込みください。

・申込締切 2009年3月 13日(金)

.問い合わぜ先:関西地区FD連絡協議会事務局(京都大学教育推進部教務企画課教育企画グループ内)

。伍ce@k姐 saHd.org
電話:075'753'2395 
ファッタス 075'753'2485
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4.付録資料

『第 15 回大学教育研究フォーラムプログラム~ (web上でも公開、下記参照)

(httn :lIwww.hil?hedu.kvoto.u.aιin/foruml2008/nrolITam 2008.ndt'l 

(溝上慎一)
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エふ忌おみ耳石
プ

2009.3/20FRI・21sAT
(D京都大学 吉田キャンパス

・個人研究発表・ラウンドテーブル企画・吉田南1号館

・特別冒涜・シンポジウム・百周年時計台記念館・1F百周年記念ホール

・情報受模会・百周年時計台記念館・2F国際安流ホール

包3京都大学高等教育研究開発推進センター
{本研究フォーラムは教育再生会議第二次報告提言1大学教育の質の保証の関連重点事業

『大学教員教育研修のためのモデル拠点形成』の一環です)

※本プログラムは下記Web上で、PDF版を公開しています.
ht旬・//www.highedu.kyoto-u.ac.jp/

2009年3月19日(木)14:∞-17:30に
篇2園周薗旭区FD連絡協.禽主催イベント公開研究会

「捜業評価からFD評価へ」もあわせてお乙なわれます.
口惜京都大学百周年時計官官童館)
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第 15回大学教育研究フォーラム 日程

.日 時 2009年3月20日(金)-21日(土)

. 会場:京都大学吉田キャンパス

I個人研究発表・ラウンドテーブル企画】 吉田南 1号館

I特別司骨演・シンポジウム】 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール

I情報交換会] 百周年時計台記念館・ 2F国際交流ホール

3月20日(金)

受付開 始 8 :∞・H ・.......・H ・....・H ・.....・H ・-…・H ・H ・.......【吉田南 1号館】

個人研究発表(1) 9:日日-1日:45…....・H ・-…....・H ・...・H ・.. [吉田南 1号館・各会場】

9 : 00-9 : 20 個人発表①

9 : 20-9 : 40 個人発表②

9 : 40-10: 00 個人発表③

10: 00-10: 20 個人発表④

10: 20ー10:45 全体討論

* 1人あたりの時間加分

(発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

小 講 演(1) 11:∞-12: 00・...........・H ・...・H ・..…...・H ・-…【吉田南 1号館・告会場】

特別講演/シンポジワム 13 :日日-17:00…【百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール】

開会の挨拶 13: 00-13: 10 松本紘(京都大学総長)

特別 講演 13:10ー14:10 

121世紀の FDモデルの構築に向けて

-Scholarship ofTeaching and Learningとテクノロジーの活用を中心にー」

シンポジウム 14: 25-17: 00 

飯吉透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・

テクノロジー局上級ストラテジスト)

IFDの学内組織化と大学関連携」

14・30-14・50 報告者l 今泉柔剛(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)

14 : 50-15 : 10 報告者2 小田

15: 10-15 : 30 報告者3 松下

15: 30-15 : 50 報告者4 山田

16: 00-17: 00 全体討論

隆治(山形大学地域教育文化学部教授庁事等教育研究企画センター)

佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

剛史(島根大学教育開発センター専任講師/副センター長)

司 会大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

及"恵 (京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

情報交換会 17 : 30-19 : 30..・H ・... [百周年時計台E暗館・ 2F国際語涜ホール】
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3月21日(土)

個人研究発表 (2) 目:日日-10:45………………………… I吉田南 1号館・告会場】

9・00-9・20 個人発表①

9 : 20-9 : 40 個人発表②

9・40-10・00 個人発表③

10: 00-10 : 20 個人発表④

10・20-10・45 全体討論

* 1人あたりの時間初分

(発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

小 講 演 (2) 11:日日-12:日0・................・H ・.................. [吉田南 1号館・告会場】

ラウンドテーブル企画 13: 30-16 : 00 ........…H ・H ・........・H ・.... [吉田南 1号館・各会場】

-第2固関西地区FD連絡協筒会主催イベント公開研究会

-企画テーマ:授業評価から FD評価へ

.日時:2009年3月19日(木)14・00-17・30

.場 所:京都大学百周年時計台記念館・ 2F国際受流ホール

.進 行:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター)

・話題提供:米谷 淳(神戸大学大学教育推進機構)

.概要

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構)

栗田佳代子(大学評価・学位授与機構)

羽田貴史(東北大学高等教育開発推進センター)

わが国で也、 1991年の大学設置基準の大綱化による自己点検・自己評価の努力義務化に伴って、各大学で「授

業評価」が急激に導入され始め、今やほとんどの大学で授業評価が行われるようになっています。ひと頃は、「授

業評価」が fFDJの代名調としてしばしば使われるzとも晶りましたが、 2008年の大学設置基準の改正により、

いわゆる fFDJが義務化され、ただ、「授業評価」をやればよいというととではなく、実際に、「授業改善」に

Eのように活用していったらよいかが問われるようになってきています。設置基準の条項には、 zの「改善」に

向けて、「組織的」な研修・研究が求められていますが、 FD義務化の時代に晶って、 mがEのように行われ、

どのように機能しているかを表現する必要性が新たな評価の課題として生じても来ています。そ乙で、本公開研

究会では、高等教育における授業評価、教育評価に経験の深い話題提供者をお迎えして、授業評価から授業改善

へ、そして、授業改善からその総体としての FD評価へと、 Eのように展開させていく乙とが望まれるのかにつ

いて議論を深めていきたいと思います。

. 参加費:無料

.申込方法:関西地区m 連絡協議会HP ht旬//冊w.k岨 sai-fd.orgより参加申込書をダウン

ロー Fの上、メールまたはファックスにてお申し込みください。

.申込締切:2009年3月13日(金)

.問い合わせ先:闘西地区回連絡協議会事務局(京都大学教育推進部教務企画課教育企画グループ内)

o血ce@k血岨i一組.org

電話:075-753-2395 

7ァックス:075-753-2485 

E 
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第 1日 (3月20日)

個人研究発表Cl) 9:∞-10: 45 吉田南1号館

3 

A-l.教育腎偏研究部会 座長:米谷淳・・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.[会場:共3131

学生の授業評価と教員自身の授業評価の一致と不一致

林創(岡山大学大学院教育学研究科)

授業評価の現状に関するアンケー卜分析(1)一学生に対する調査結果の検討ー

南学(三重大学教育学部・高等教育創造開発センター)

学生授業評価の神話に関する仮説検証

米谷淳(神戸大学大学教育推進機構)

8-l.カリキュラム研究部会 座長:西国貯…・・・…・・・…・・・…・・・…・・・ 陰場:共3111

学生の自主学習を促す仕組みとしての単位制度の運用品R況ー圏内大学質問紙調査報告かs-
西垣順子(大阪市立大学大学教育研究センター)・矢部正之(信州大学全学教育機構)

情報セキュリティ・モラルを重視した共通教育力リキュラムの実践研究

小川勤・木下真(山口大学大学教育センター)

再履修率の商い科目の改善一全学共通教育プログラムの組織的取組一

渡違(金)泉・深尾暁子(国際基督教大学英語教育課程)

高等教育でのサイエンスコミュニケーション関連実践についての一考察

都築章子 (GEMSアソシエイト)・鈴木真理子(滋賀大学教育学部)

C-l.捜難研究部会 座長:尾津璽知....・H ・H ・H ・........・H ・.... [会場:共3121

自校教育の深化を目的としたグループ学習のデザインと評価

尾海重知・牧野治敏(大分大学高等教育開発センター)・西村善博(大分大学経済学部・高等教育開発センター)

授業改善と教育評価につながる相互フィード・パック・システム

宗像恵(近畿大学理工学部)

専門知識を広く伝えるためのコミュニケーション能力の育成

一「水園環境りテラシー教育推進プログラム」での実践かs-
佐々木剛・川下新次郎・池田玲子・大島弥生(東京海洋大学海洋科学部)

保育者養成課程における協個性の育成ーチーム学習を用いた授業デザインと実践ー

長尾尚・市川隆司(大阪信愛女学院短期大学)
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0-1. FO・授業公開研究部会 座長.吉田雅章 ………………【会場・共剖7LLl

大規模私立大学におけるスチューデントアシスタント制度の評価

岩崎千晶(関西大学大学院総合情報学研究科)・長瀬勇輝(関西大学大学院心理学研究科)・

遠海友紀(関西大学大学院総合情報学研究科)・斉尾恭子(関西大学総合情報学部)・

水越敏行(大阪大学名誉教授・関西大学特別顧問)

地方の国立大学法人における 10年聞の FD

吉田雅章(和歌山大学経済学部)

理学療法教育における自主的 FD実践ーOSCEリフレクション法をスタートにしてー

平山朋子(藍野大学医療保健学部)・松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター)

FD研究一大学教員の知っておきたい授業の常識ー

日下和信(大阪キリスト教短期大学)

F-l.大学生・文学生活研究部会 座長:申酉良文 ………………【会場・共剖8LLl

大学生活の過ごし方から見た学生タイプの特徴ーどの活動次元でもHighPerformerが高い学習成果を示すー

溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター)

大学生における社会的クリテイカルシンキングの発達(1)

磯和壮太朗・中西良文・南学(三重大学高等教育創造開発センター)

大学の授業支援に参加するスチユーデントアシスタントの研修デザイン

遠海友紀(関西大学大学院総合情報学研究科)・斉尾恭子(関西大学大学院心理学研究科)・

岩崎千晶(関西大学大学院総合情報学研究科)・長瀬勇輝(関西大学総合情報学部)・

水越敏行(大阪大学名誉教授・関西大学特別顧問)

千葉大学における出身高等学校訪問の現況ー受験生確保を目指す理想的芯取組の三年目ー

菅野憲司(千葉大学文学部)

4 
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小講演 (1) 11:00-12:日日 吉田南1号館

FDの効果をどう測定するb、つ 真正のFDを推進するために ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・ [会場:共四7LL1

佐藤浩章(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授/副室長)

I司会】田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

考えて書く力を学びあう....................................................................................... [会場:共3121

鈴木宏昭(青山学院大学文学部教授)

I司会】松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

大学評価のネクストステップ................................................................................. [会場:共3111

川口 昭彦(独立行政法人大学評価・学位授与機構理事)

I司会】大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

学士課程における ESP(特定目的の英語)教育の可能性について…...........................[会場:共3131

山内ひき子(長崎県立大学国際情報学部教授)

I司会】団地野彰(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

5 
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特別講演/シンポジウム 13 :日日-17:日日 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール

開会の挨拶

松本

13 :∞-13: 10 

紘(京都大学総長)

特別間演 13: 10-14: 10 

121世紀の FDモデルの構築に向けて

制lOIarshipofTeaching and Leamingとテクノロジーの活用を中心に 」

飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジー局

上級ストラテジスト)

シンポジウム 14: 25-17 :∞ 
IFDの学内組織化と大学関連携」

a・・・・・h 今日の我が国では、 mの法制的義務化をきっかけとして広い範囲でmに関する議論が展闘

・t.~~三. され、それとともに、関連する学内組織化とさまざまな形での大学問連携がともに急ピッチで進

司圃圃F められてきています。乙の展開のすべてはあまりにも慌ただしく、そのさなかに晶る関係者はこ

れを十分に振り返る間もなしただ流れに涜されてきています。本来t.tら、 mに関する議論とmの組織化

は、お互いがお互いを促進し支え合う仕方で進められるべきです。とのあたりで、とと数年の FD組織化の畠

りかたを振り返り、今後の晶り方をじっくりと展望したいと考えます。

本シンポジウムでは、まずは、文教行政に携わる側のFD組織化への期待を伺い、次いで、 FDの学内組織

化、大学関連携を担っている側の現状認識、問題意識を伺い、さらに、とれらの関係者が話し合いを展開しま

す。ととでは、 FDの学内組織化と大学問連携が期待遇りにうまくかみ合っているかEうかが、慎重かつ多面

的に検討されることになるでしょう。 ζの文教行政、 m組織者の実際的な議論を受け、最後に、フロアと対

話するととによって、我が国の今後の FD組繍化のあり方について、総合的に考えます。

14 : 30ー14: 50 報告者1

今泉 柔側(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進窒長)

14 : 50-15 : 10 報告者2

小田 隆治(山形大学地域教育文化学部教授/高等教育研究企画センター)

15: 10-15: 30 報告者3

松下 佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

15: 30-15 : 50 報告者4

山田 剛史(島根大学教育開発センター専任講師/副センター長)

16: 00-17: 00 全体討論

司会:大塚 雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

及川 恵(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

B 
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第 2日 (3月21日)

個人研究発表 (2) 9:∞-10: 45 吉田南1号館

7 

8-2.カリキュラム研究部会 座長:大森不二雄 …......・H ・....…[会場:共3111

教員養成型PBL教育の課題と展望トポートフ才りオによる学生の変化の樽甘ー

中西良文・松本金矢・根津知佳子(三重大学教育学部)

論文表現演習による論理リテラシーの育成ー授業内指導と授業外支援ー

細谷美代子(筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター)

高等教育・企業内教育連携による「学びと仕事の融合学習」大学院教育モデルの開発

大森不二雄(熊本大学大学教育機能開発総合研究センター)・江川良裕(熊本大学文学部)・

北村士朗(熊本大学大学院社会文化科学研究科)・

渡遺品や(熊本大学大学教育機能開発総合研究センター)・

牧貴愛(熊本大学大学院社会文化科学研究科)

C-2.捜療研究部会 座長.木野茂………………[会場共312】

医学部初年次教育における文章表現教育の改革の試み

三原祥子(東京女子医科大学医学部)・松本茂(立教大学経営学部)

教員と学生による双方向型捜業への語い-25年聞の総括と展望ー

木野茂(立命館大学共通教育推進機構)

愛媛県立医療技術大学における「教聾ゼミ」の現状と課題

湾問忠幸・鳥居順子・西田佳世(愛媛県立医療技術大学保健科学部)

論理的思考とひな形を用いた初年次学生へのレポート指導

酒井浩二・山本嘉一郎(京都光華女子大学人間科学部)

0-2. FO・摂灘公開研究部会 座畏:森朋子・…・…・...............【会場:共伺8LLI

『個別授業研究型FOJがもたらす多様砿効果ーセンターと学部教員の協働による授業改善のあり方一

森朋子(島根大学教育開発センター)・橋本哲(島根大学生物資源科学部)・

山田剛史(島根大学教育開発センター)

授業計画と実施結果との差異提示手法による捜業リフレクション効果の分析

今野文子・菅野裕佳・三石大(東北大学大学院教育情報学教育部)

FDネットワークの現在一FDネットワーク圃つばさ聞の成果と課題をふまえてー

杉原真晃(山形大学高等教育研究企画センター)

「橋本メソッド」の汎用性

清水売(三重中京大学現代法経学部)
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D-3. FD・授業公開研究部会 座長:坪川武弘 ….....・H ・........・H ・【会場:共図7LL]

小さな部局における効率的・効果的なFD活動の実践一教員同士による 5分間相互コンサルテーションー

中島平(東北大学大学院教育情報学研究部)

テスト成績と授業評価からみた「リレー講義J(2)ー共通教育日b理学」における実践事例ー

小杉考司・沖林洋平・恒吉徹三・福田 庚(山口大学教育学部)

福井県内での大学・短大・高専聞の FD活動の連携へ向けて

坪川武弘・小林秀紹・辻野和彦(福井工業高等専門学校)・菊沢正裕・本田和正(福井県立大学)・

島団幹夫・山本新一郎(福井工業大学)・藤原正敏(仁愛短期大学)・北野陪嗣(敦賀短期大学)

流通科学大学授業相E公聞における 3年間 1331件の参観者指摘と公開者コメントの分析

南木睦彦(流通科学大学教育高度化推進センター)・平越裕之(流通科学大学情報学部)

E -1 . e-Leamlng・週明闘鹿膏膏陽電部会 座長.江木啓司11 ………………[会場共313]

教員の持つ教科認識、教え・学ぴの哲学と ICT活用形態の関係 (2)

斉尾恭子・岩崎千晶・田中俊也(関西大学教えと学び連環窒)

大学教員向け教授技術学習システムの構築

江本理恵・後藤尚人(岩手大学大学教育総合センター)

授業改善を目指したICT利用と普及

江木啓訓(東京農工大学総合情報メディアセンター)・

加藤由香里・梅田倫弘(東京農工大学大学教育センター)・

川島幸之助(東京農工大学総合情報メディアセンター)

ICTを利用した教員相E参観システムの開発

加藤由香里・江木啓訓・塚原 渉・賓醐太朗・寺田達也・中川正樹(東京農壬大学史学教育センター)

日
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小講演 (2) 11:00-12:日日 吉田南1号館

大学のキャリア支援を聴員の立場か5考える ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:共3131

近藤浩(帝塚山大学学生支援センター・キャリアセンタ一課長補佐)

I司会】溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

ICTを活用した FD・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:共四LLI

酒井博之(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

I司会】小山田 耕二(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

学生のところの育ちの現状とこれか5の学生支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:共3121

高石恭子(甲南大学文学部教授/学生相談室専任カウンセラー)

I司会】及川 恵(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

動く聴員組織をつくるー職員拡大学の 「財産l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1会場:共3111

里見朋香(京都大学教育推進部長)

I司会】田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

g 
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ラワンドテーブル企画 13: 30-16 :日日吉田南1号館

金沢大学における ICTを活用した組織的 FD活動...................................................【会場:共四LL1

企 画:堀井祐介(金沢大学教育開発・支援センター)

話題提供:青野 透(金沢大学教育開発・支援センター)

西山宣昭(金沢大学教育開発・支援センター)

松本豊司(金沢大学総合メディア基盤センター)

佐藤正英(金沢大学総合メディア基盤センター)

堀井祐介(金沢大学教育開発・支援センター)

鎌田康裕(金沢大学教育開発・支援センター)

末本哲雄(金沢大学教育開発・支援センター)

森 祥寛(金沢大学大学学生部)

司 会堀井祐介(金沢大学教育開発・支援センター)

批判的思考力の育成のための教育実践と認知的基礎 ................................................. [会場共311]

企 画:楠見 孝(京都大学教育学研究科)

話題提供:道回泰司(琉球大学教育学部)

沖林洋平(山口大学教育学部)

田中優子(京都大学教育学研究科)

楠見 孝(京都大学教育学研究科)

司 会:子安増生(京都大学教育学研究科)

大学での学習空間の創出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:共3131
企 画:喜多 ー(京都大学学術情報メディアセンター)

話題提供:林 一雅(東京大学教養学部附属教養教育開発機構)

中村 純(広島大学情報メディア教育研究センター)

小山田耕二(京都大学高等教育研究開発推進センター)

司 会:害多 ー (京都大学学術情報メテ・イアセンター)

ティーチング・ポートフォリオ一作成ワークショップから見えた今後の課題と可能性…・・[会場・共3121
企 画:栗田佳代子(大学評価・学位授与機構評価研究部)

話題提供:尾津重知(大分大学高等教育開発センター)

加藤由香里(東京農工大学大学教育センター)

北野健一(大阪府立工業高等専門学校)

三団地真実(教育ファシリテーション・オフィス)

栗田佳代子(大学評価・学位授与機構評価研究部)

指定討論:佐藤浩章(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室)

司 会:栗田佳代子(大学評価・学位授与機構評価研究部)

10 
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教員養成学部における PBL教育の意義…………………………………………[会場:共回7LL】

企 画:森脇健夫(三重大学教育学部)

話題提供:根津知佳子(三重大学教育学部)

松本金矢(三重大学教育学部)

前原裕樹(三重大学大学院教育学研究科)

小Z聞和歌子(三重大学大学院教育学研究科)

指定討論:白松 賢(愛媛大学教育学部)

司 会:森脇健夫(三重大学教育学部)

FDに関わる若手教員の現在と未来一高等教育センター若手教員の曹圃2一…............… I会場:共2061

企 画:杉原真晃(山形大学高等教育研究企画センター)

村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

話題提供:山田剛史(島根大学教育開発センター)

葛城浩一(香川大学大学教育開発センター)

石川 裕之(京都大学高等教育研究開発推進センター)

村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

司 会:杉原真晃(山形大学高等教育研究企画センター)

学生と変える大学教育ーFDを楽しむという発想ー………………………………………… I会場:共B但】

企 画:清水 売(三重中京大学現代法経学部)

橋本 勝(岡山大学教育開発センター)

話題提供:川崎太津夫(神戸大学大学教育推進機構)

早田幸政(大阪大学大学教育実践センター)

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構)

司 会:清水 亮(三重中京大学現代法経学部)

授業のなかで学生の何が育てうれているか

一学習スキル・コミュニケーション・推論/思考・リテラシーの観点かs-

1 1 

旬、理学者、 大学教育への挑戦11)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:共2凶】

企 画:溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター)

藤田哲也(法政大学文学部/FD推進センター)

話題提供:小林亜希子(島根大学法文学部)

指定討論:藤田哲也(法政大学文学部/四推進センター)

中西良文(三重大学高等教育創造開発センター)

林 創(岡山大学大学院教育学研究科)

西垣 /IJI子(大阪市立大学大学教育研究センター)

司 会:溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター)
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参加方法等について

.参加資格 大学教育関係者、もしくは大学教育に関心のある方。

.参加費用 発表論文集等の資料代として1.000円を当日受付にて申し受けます。

.参加申込の方法

次のいすれかの方法で、 E∞日年 2月13日(金)までに、

上高等教育研究開発推進センターのHPの入力フォームから、オンラインで申し込む。

2 下記のファクス用フォ ムを使用し、 FAXにて申し込む。

3 高等教育研究開発推進センターの HPより、 FAX用フォーマットをダウンロードレ、 FAXIこて申し込む。

センター HP:http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp 

FAX宛先京都大学高等教育研究開発推進センター FAX 075-753-6691 

.情報交換会について 初日 (3月20日)午後5時半より、百周年時計台記念館E階国際交流ホールにて、

講師の先生方を囲んで情報交換会を開催いたします(会費5目∞D円)。こちらも合わせて、申し込みをお待ち

しております。会費は当日、受付にてお支払いください。

参加申 込 書 (F似用)

所 属

職 名

U5¥りが芯)

氏名

連絡先 T 

(自宅勤務先)

TEL 

e-mail 

備 考

情報交換会 -参加する -参加し砿い

(5.000円)
(注)キャンセルの方は、 3月17日Ok)までにご連絡下さい。申し込みをされて当日お越しに

芯ら1a:い場合には、後日請求をさせていただきます。あらかじめと了承下さいg

12 
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T 
4・・京阪出町柳駅

• 
• 生協!~ネ

東一条通

学

童

T 
近衛温

Konoedori 
胡酒

地下鉄烏丸線・今出川駅より

市バス2旧3系統I銀閤寺道・錦林車庫」行「百万遍』下車

市バス却1系統『百万週・祇園」行「京大正門前j下車

阪急・河原町駅、京阪・祇園田条駅より

市バス31系統『熊野・岩倉j行「京大正門前j下車

市バス2旧1系統F祇園・百万配行「京大正門前』下車

⑩ 
京大農学部前

，Ky凶aiNogakubu-mae 
T 師寺'

京阪・出町柳駅より

市バス2旧1系統I祇園・みぷ」行「京大E門前」下車

又は、東へ徒歩前20分

業自家用車でのご来場{革、ご遺慮ください。
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1V-3. 文学生研究フォーラム

1 概要

大学全入時代といわれる最近の大学教育にとって、学生をどう育てるかということが喫緊の

課題となっている。大学はもはや単なる知識を習得させるだけの場ではなく、知識社会、情報

化社会、グローバル社会といった新たな社会状況で力強く生きていけるための人材育成の揚と

もなってきている。そのためには、正課・正課外教育、キャリア教育など有機連携的・包括的

な視点のもと、大学はいかに学生を育てるかということを考えなければならない。

大学生研究フォーラムは、高等教育における教授学習やファカルティ・ディベロップメント

の実践的研究車脳織・京都大学高等教育研究開発推進センターと、大学生・大学院生への奨学制

度で、社会に貢献する有用な人材育成を目指す(財)電通育英会が、現代大学生の姿を正確に

理解し、かつ現代社会を力強く生きていける学生を育てるために正課・正課外教育、キャリア

教育に求められている課題は何かを包括的に検討するべく開催するものである。

なお、大学生研究フォーラムは、特別教育研究「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」

の園内連携事業のーっとして運営されている。 2008年に第 1回(名称は「大学生研究フォー

ラム 2008J)を実施し、 290名の関係者の参加を得た。フォーラムは、今後も毎年 1回夏に実

施していく予定である。

2.プログラムの特徴

大学生研究フォーラムは、①基調講演、②講演 4人、③ノ4ネノレ・ディスカッション 1部・ 2

部から構成される。

①基調講演には、大学生研究を一段階高い視野へと導いてくれるリーダー的役割を担った識

者、あるいは論者に登壇していただき、今後の大学生研究の方向性やヴィジョンへの示唆をい

ただく。

②講演では、大学生研究を力強く推進するためにもとめられる基礎的知識の概論、各論的な

最先端の知見を提供していただく。

③パネル・ディスカッションでは、キャリア教育、キャリア形成支援を含めた大学生研究を

一段階高い視野へと進めるべく、課題になっている問題を取り上げ、それに関連して研究・実

践をしているパネリストとフロア参加者を含めた討論をおこなう。
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3.付録資料

『大学生研究フォーラム 2008 開催スケジュール~ (web上で公開、下記参照)

(h.ttD:l/www.dentsu.ikueik回.or.iD/forum!) 

(溝上慎一)
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大学生研究フォーラム|電週育英会

電 通育英会……I

/ 

l思27お芋522もお言語催しました
大学生罰究フォーラム2008は鏑事情7いたしました.

'10月20日調宥Q)rIKUEI-N日時』にτフ>1ーラAfl瑚臓を銅介じます.

.)k回開催予定@フォーラム2009Q)ご寵向は‘ヨ月頃在予定しています.

った牢牛研曹づオー弓J:!..7nnR聞催車I!I

曹曙岩<1l-:1nつ..(-Jレ

京都大学
KYO'fO U拓、宅、<~.

http://www.dentsu-lkuelkal.or.Jp/forum/ 
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大学生研究フォーラム|電週育英会 http://WM机dentsu-lkuelkal.or.Jp/forum/

大学生の教育とキャリア形成の在り方を探る
大学金入時代といわれる最近白大学教育にとって、学生をどう育てるかということが喫緊の課題となって

います.大学はちはや単なる知鵡を習得させ吾だ付の場ではなく、知部社会、情報他社会、グローJ¥J凶士

会といった新たな社会状況で力強く生音ていけるための人材育成の場とちなってきています.そのために

は、 E諌 .IE課外教育、キャυア教育など有機連携的・包括的な視点のちと、大学はいかに学生を育てる

かということを考えなければなりません.

高等教育における教授学習やコァ力ルティ・ディペロップメシト由実践的研究組踊・京都大学高等教育研

究開発推進センターと、大学生・大学院生への奨学制度で、社会に貢献する有用な人材育成を目指す

(財)電通育英会は、現代大学生の姿を正確に理解し、かつ現代社会を力強く生音ていける学生在育てる

ために正課・正課外教育、キャリア教育に求められている課題は何力宅包括的に検討するべく、大学生研

究フォーラムを闘噛いたします.

大学、研究機関などで、大学教育についての研究で活躍されておられる先生方に加豆、高校で進蹟指導に

携わっておられる教諭、さらにとのテマに関心あ吾学生にち惨畑いただ昔、これからの『大学生」につ

いて幅広い観点から議論を深めていきます.

多くの皆様にご参加いただきたく、こ己にご案内させτいただきます.

l大学生研究フォーラム2008開催要項

羽目自年4月

京都大学高等教育研究開発推進センター長田中毎実

財団法人11m育英会理事長総本宏

開催日 2008年8月2日(土 9:10受付開始

場所フォ ラ 京都大学百周年時計台記念館{京都大学吉田キャンパス)

ム目 京都大学百周年時計台記念館2階・国際交流ホール
情報交換会:
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大学生研究フォーラム|電週育英会

開催スケジュール

9:45-H1r:15 開会

あいさつ

田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センヲ長)

松本宏(財団怯人電通育英会理事長)

趣旨説明

溝上慎(京都大学高等教育研究開発推進センター・准教授〕

『乙れか8の大学教育が宵て否ペき人間像』兵庫教育大学学長・申央教育膏損金副

会毘梶回顧一民

今回のわが国が抱える初等・中等・高等教育全般的課題検冗をふまえて、いま大学教育が学生をど

のよラに育てるべ苦力喝視点・問題点在提供していただきます.

『大学生のキャυァ思鴎聞置2007かS示唆され否現代大学生保」

京都大学寓等教育研究開発推進センターと、 (財)ID.育英会が共同して昨年実施レた『大学生の

キャリア意識調査'20071の調査結果に加え、己れまでの他の関連調査をふまえて本調官結果が提

起している問題点在ディスカッシヨンで明らかにしてい吉正す.また、キャリア形成論、大F学生

論、若者論白代表的論者が‘現代大学生への理解在確認するとともに、今後の検討課題在抽出して

いきます.

司会 京都大学高等教育研究開発推進センター・准教授溝上慎一民

パネリスト目 福島大学人間発達文化学類・准教授中岡崎子氏

上智大学総合人間科学部・教授茸内清氏

狙立行政法人労働政策研究・研修機構キャリア刀イダンス部門・副主任研究員
下村英雄民

東京学芸大学教育学部・准教授浅野智彦氏

※『大学生のキャυア憲司聞査2007nについて

伺町電通育葉会 t東思想申央区，理事長:越本車} が京都大学高等教育研究開発推進:t!シター [セシタ長田中毎

実}と共同で、 2007年日月に全園田大学1年生と3年生を対象に実施した聞査です.調査手法陪イシタ『ネット調

査.2013名品大学生から回答を得ました.

園査目的は入大学1年生・3年生田大学生活実蝿ならtFl<:キャυJ'形局描動・梶田誼計・m澗院軍司自・奨学状混などを粗
置し、当圃園田奨学事業"'"考とす否も叩で.調査量計・ア阿Cイザーとして事罰次学高等教育研究開発推進也シター

准教盟申溝上健氏に.. 画いただきました.
田宣置要・結果は【財)電置育葉会ホームパーヲ (ht回IIwww.den也u-ikueikai.or.ir:lf】をご覧ください.

http://www.dentsu-ikueikai.or.jp/forum/ 
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111壇書申プロフィール{闘厩}

調園偲ー(かじたえいいち}民兵庫像育文学学長

'M'隼島根県生まれ.，・“年耳配備文単文司陸部寧.目立敏育研毘冊主任事現官、大鹿実'

a慢."・太掌.:11:傘どを鍾て.2∞4年""よ切a・-文学博士.申央敏育審.会".【文楊
梅掌省]、曾爾力宵Jt.協力者会鼠座長【文鶴科学省】など.主な著・l二『自邑意院の心理学唱、

『手どもの自己認傘と像膏J(以上.東京女早出版会】.，.費解個~ri訴しい大学喰曹を創るJ(以
よ、有'昼間〉な~.

漉土，，-(みぞかみしんいち}民京銀大手直.像育研規開先櫨謹センタ 田浩象観

刊 70年生まれ.，・"年東偉大草高等.. 育種捜システム開舞セン，一助手麗師を橿て."咽年

よ~_.主忽著書に目毘代文学生・!(NHKフヲタスλ 『文学生@牢ぴ・入門一文学での勉強は
役に立つ!J(有農園アルマ).，大牢生@自己ど生き方J(ナカニシヤ出版λ『封筒的自邑J(司.. 書、

"・祉〉など.

震肉珊{たけうちきょC)底上智大学.舎人間科学樽像榎

東京大学大学院敏育学研虞梅憎ま開祖理学.東京大学助手.武蔵大学専佳膚師ー駒敏模倣援

を笹て.，・開年より現膚.主な著.，こ.rキャンパスライフの今""著.玉JII文字噛阪慨"文学と

キャンパスライフの今'J(.帯.ょ.. 末学出版〉な~.

中間諸手(なかまれい口氏福島文単人間縄遺文化隼煩・准敏捜

2四 t年、"，・文学文学院徹宵挙事費調博主後期限程修了‘博士{敏曹司隣〉取得.東良女子文字

文字都助手を値て 2~掲年 10 周よ矧福島文2隣人間'陸連文化事掲刷.. 鰻.2007年4月ょM現a.
主な著作に『自己郁成の心理学J(凪問書贋〉など.

下材業組{しもむらひでお〉民組立行政量人勢・政策研寓研修‘栂キザJアガイダシ"'''門
副主笹寄寓貝

1・・7年よM現a.専門は噂黛心理学.敏育心理学.祉会心理学.憎士{心理学).主にキャリア

舞遣とキャリア敏宵キヤJアガイダンスのあり方に闘する研'障を行う.主な著作に『キャリア徹宵

の森曹と贋剛一橡膏再生@ためのグランドレビューJ(哉書‘"，.聞姐研魔禽).r.キャリアーR宵，、
@相棒J(共響、東洋館出庫祉)など.

鎗野智恵(おきのともひζ〉民東京字議文字敏育学郁.'"・鰻

".‘年仙台市生まれ.東京文掌文掌島社禽撃事寓科博士鵬程単位取得退学.1!1114年より東京

隼義文字像員.著者の友人関係どアイヂンテ押ィ形成について研弘主な著書=，自己へ@嫡置

愉的被品目(劫草書房λ，..n著者の変艶J(a着、動草書扇)など.
....'惜の肉'帽合

金子元久{かねこもとひさ〉民東京文字".院・k膏'田研賀穂畏・育学情.... 捜

".，年生まれ.1972年東京文掌率a降、 '984年シカゴ大掌文学院修TF'h.D.広島大.・B・ -
e鍾て、1・m年東京女... 捜、.在は東京文... 宵'郁.・文単樹噛曹司隣碩"韓".研究テ

マは高等徹宵00.文学敏育改革.徹宵""横手等.主"着・『大2俳句徹宵カイ可を像え、学ぶ
かJ(ち〈ま断書λ『徹宵範演祉会J(放送文隼.. 材).，湿朱来の文学像J(.著.草川文掌出

版樟〉など.
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注量三敏子〈わたなぺみえこ}民統彼女学園特佳敬侵キャリア支Ull

1側初年ペンシルパニア州立大学大学院で博士号曲ウンセJング心理学}取得.日本安禍寄
実掴柵.明治学院文字喰割陸銀て..波文学文学院人間鎗舎構事寄現科....園調・年に定隼

量凪特笹・闘として..度末掌キャリア3帽重量.現在に至る全怠著書に曙鼠カウシセリシグ
6・竿J.rキャリアカウン包リング λ門J.r新銀キャリア@心理学J(以よナカニ.$I，，¥，幽阪}など.

自#刷酬【しらいとしあ曹}民大.... 育大手像曹司匹偶像痩

1・捕年"知県生まれ.，島?・.."銅像育文... 宵...寧a.li“年東意文'文'鵬蟻宵... 
曳制鳩土隈a・網申轟.1984年"'.・育文掌唱曲膏掌偏助手助&捜壷・て..剛隼より..  
博士C教育学λ手.... ・r.主怠著書lζ『やさし川青年心竃学』【有農岡アルマλ『よ〈わかる青

年... 単"塁本ルヴァ."，など.

"野亮{まきのりょう}民広島忠>uo三偉園高.掌敏.・

"四年生まれ.広島大早教育寧.寧.地理E史剥{日本史}を担当.....分寧，.敏育研"傭..

'ーとキ司"}ア・曹を有.的に温慢させることで.生徒@学び@・・陪・.eL...r自律的右手'宥J
~宵虐するプログラム".承・..をめざしている.

川崎友闘〈かわさきともつぐ}民闘冒文'祉禽'郁像機{心理'専攻，.キャリアヂザイシ担当
主事

目本野.‘野寛.構情翼民e・τ.，細7年聞置大字社会学旬駒・I!I.'"沼年よ切現職..，剛志
・."温学.キャリア""...遁年l志"に若年者のキャリア自立に闘する研寓を行ヲている.主
な.文Iゴ太掌Iこ抱けるキャリア・曹の思聞ー学ぶカと生きるカの.宵ー』仔大学と像剖No.41
44-!2.. 2005). 

怯下佳代【まつしたかよ}民恵偉大掌高・・k育研現回完纏温センタ 像機

'"'年耳障楓文字文学唱制政宵学研実利博士後期胃咽・T.東.文学教育学穆刷乎...::;t争
犠育学櫛駒敏軍寓・E末学高調同町宵・哩システム開.~ン.-"・慢を・て，...年よ切'
B・.主怠著書I:j'/り'.--.シス醇智J(日本...2ω7年九『お皐喰宵皐U【共著.，国"写婚風
館3など.

男村健夫〈かわむらよしお〉民健:**.字国般学侮長.騎手郁目... 

1糾4隼皇まれ.東.文字来事唖・学寄質調樽土田檀車位取脅迫E学.コ一本ル文学3帽噛博

±・唖・7‘円1D.C•• :社会事}取..・.. 書式河崎u時-師馳&割路湿て，...年間....

聞大早大牢隣鑑，阜情実利...副学長・""'佳.'∞?年より像字舗曇.震副年より大牢ヨ:"''.J

-$1'アム耳障.ア調デミ拶クアドヴァイザー.

久保槍土【(1ぎれいし}民広島民立‘・'"高.掌....凶

広島県出身.立命鎗文学虫学.寧.広島県像膏.員会福噂主事.広島県東京事書"'全信金事
を鍾て特掠治人固・実施温金.岡.. ・汐アラ田ルシ7.ル目本文化セン夕方副所長"レて政府
間レベル@文化目学衝突."臭事を犠鯖.，眠凶年から広島県立廿日市西寓.学犠怠腸指事主

事 2閲・年からa・-

・2・・・@肉'餌介
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大学生研究フォーラム|電温育英会

問い合わせ先

京都大学商等教育研究開発推進セシヲー溝上研究室

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

TEL: 075-753-3047 
fそT:X目 075-753-3045
httD目//www.hichedu.kvc恒 -u.ac.iD/

(財)電通育英会事務局

干104-0061東京都中央区銀座7-4-171il!銀座巳)IAF

TEL: 03-3575-1386 
FT:X: 03-3575-1577 

http://www.dentsuーiku創回i.orjp/forum/

回開帽曹咽・R曹曹関園開咽園開閉明町田開問胃開閉II!!III
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町一 4.FDネットワーク代表者会譜

Japan Faculty Development Network (JFDN) 

2008年 9月25日(木)午後 1時30分-9月 26日(金)午前 12時、ホテル阪神において、

第 1回FDネットワーク代表者会議 (JapanFaculty Development Network:以下JFDN)が

開催されたロここでは、その際の配付資料を、報告記録として以下に掲載する。

-第1回会合プログラム

【趣旨】

2008年度より、大学においても FDが義務化され、それにどのように対応していくかが関わ

れています。間もなく答申される中教審答申『学士課程教育の構築に向けて』においても、 FD

(教職員の職能開発)は重要な位置づけがなされ、実質的な FDを推進するための方策もいく

つか示唆されているところです。その一つに、 「拠点的な FDセンターを中心とする大学関連

携による活動、 FD関係機関や専門家のネットワーク化の取組の促進」が取り上げられていま

す。大学問の連携、ネットワーク化の動きは、既に、各地にその萌芽が見られますが、それを

どのように推進していったらよいかということについては、まだ手探りの部分が多い段階では

ないかと恩われます。そこで、そのようなネットワークに関わっている方々にお集まりいただ

き、FD・大学教育改革やそれに関わる大学問ネットワークのあり方と課題についての情報交換・

研究交流の場を設定し、ややもすると「義務イ七」に流されて形骸化しかねない FDを、大学人

自らの実質的なものにしていく方途を探ってみたいと思います。

【参加者1

井下理 (慶慮義塾大学総合政策学部教授) ・沖裕貴 (立命館大学大学教育開発・支援セン

ター教授) ・小田隆治 (山形大学高等教育研究企画センター教授) ・川島啓二 (国立教育

政策研究所高等教育研究部総括研究官)・佐藤浩章 (愛媛大学教育企画室副室長・准教授)

関内隆(東北大学高等教育開発推進センター高等教育開発部長・教授)・夏目達也 (名古

屋大学高等教育研究センター教授) ・矢野裕俊 (大阪市立大学大学教育研究センター副所

長・教授) ・(以下、オブザーパー)荻田仁 (株式会社内田洋行教育総合研究所部長)

栗山健 (オブザーパー・株式会社学習研究社教育総合研究所部長) ・ (以下、京都大学高

等教育研究開発推進センター)田中毎実 (センター長・教授)・大塚雄作(教授)・松下佳代

(教授)・溝上慎一(准耕受)・酒井博之(准教掛・及川恵(助耕・石川裕之(助教)

宮崎康子(助動
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日程 時間 プログラム

9月25日 I 13:30 I脅開会挨拶・趣旨説明

(木) I ~ I 田中毎実(京都大学)

13:45 

13:45 

17:00 

食プログラム 1: FDネットワーク及びFD活動の現状と課題等についての

話題提供(その1)

1.矢野裕俊(大阪市立大学)

「大阪市立大学が関わる大学問FD連携」

2. 沖裕貴( 立命館大学)

「全国私立大学FD連携フォーラムによる実践的FDプログ

ラムの提案」

3. 小田隆治 (山形大学)

r nDネットワーク“つばさ" ~の現在・過去・未来」

4 松下佳代 (京都大学)

「京都大学における FDネットワーク形成」

石川裕 之(京都大学)

「若手FD研究者ネットワーク (JFDN Jr.)運営委員会

第 1回会合の報告」

【休憩1

5. 夏目達也( 名古 屋大 学)

「東海地区における FDネットワークの取組 現状と課題」

6 関内隆(東北大学)

「東北大学のFDと大学問ネットワーク化構想」

7 佐藤浩章(愛媛大学)

「四園地区大学等教職員能力開発ネットワークによる大学の

教育力向上」

8 川島啓二(国立教育政策研究所)

rFD F担い手論~ F受け皿論』への焦点化と高等教育改革の

動向」

2旧:00I脅プログラム 2: FDネットワーク及びFD活動の現状と課題等について

~ の話題提供(その 2)

22:00 
9 井下理(慶 慮義 塾大 学)

「第1回JFDNにおいて意見交換したいこと」

10. オブザーパーからの意見・感想

荻回仁(内田洋行教育総合研究所)

栗 山 健 (学研教育総合研究所)

11.情報交換

9月26日 I 9:00 I貴プログラム 3: FDネットワークの今後に向けての課題と展望

(金)1~I 1. FDの今後の課題と展望

11:鈎 2.JFDNの今後の活動について

3. その他
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大阪市立大学が関わる大学問

FD連携

大阪市立大学

大学教育研究センター

矢野裕俊

大阪府立大学とのFD連携(1)

-先導的太学改革推進事業の受託

・ 平成17年12月、文部科学省大学振興課

から大阪府太と共同での委託の打診

・平成17年度委託事業テーマ「今後の初年

次教育のあり方に関する調査研寛』を共同

で開始(平成18年度末まで)

大阪府立大学とのFD連携(3)

-市立太学・府立大学共同セミナー「初年次教育
改善のための太学の関わり方についてのワータ
ショップJ(講師RandySwing氏、Jean
Hensheid氏)平成18年11月28日於・大阪市立
太学

・太阪府立大学総合教育研究棟竣工記念シンポ
ジウム(府立大学平成20年度第1回FDセミナー)
「今、大学教育に求められるもの」に大阪市大か
らも2名参加

大阪市立大学のFD活動

太学教育研究セン事ーの設置 2003年所長信IJ

学長)、専任研究員5名、兼任研究員{各部局か
ら1名および学長の指名するもの)16名く2008
年9月現在〉

・全学的FD活動の企画立案・実施

・各部局FD活動の支援(助言・相談・講演)

・文学間違横FD活動の窓口(関西地区FD連絡協
議会、太阪府立太とのFD連携、太学コンソーシ
アム大阪高大連携部会など)

大阪府立大学とのFD連携(2)

先導的大学改革推進事業の一環として市立
大学・府立太学共同のセミナーを実施

・第1回『初年次教育の現状と課題』平成17
年3月30日於・太阪市立太学

・第2固『大学における初年次教育の現状と

今後の課題(研究成果報告会)平成18年3
月19日於・大阪府立大学

大阪府立大学とのFD連携(4)

公立大学協会第3固FDミヱセミナー・大阪市立大
学・太阪府立大学連携FDセミナー

平成20年10月3日於・大阪市立大学

・「末阪市立大学におけるFDの取組と大学教育研
究セン事ーの役割」飯吉弘子

・大阪府立大学高等教育研究開発セン事ーの役
酬について」高橋哲也
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大学コンソーシアム大阪
高大連携部会でのFD連携(1) 

大学コンソーシアム大阪にある6つの部会の一つ

主な事業は次の3つ

・府肉高等学校長との懇談

・「高校生のための大学フェア大阪」の開催

• r高太連携フォーラム」の開催

結び

太学問FD連携の意義(府立大との連携を中

心lこ)

・大学の閉じられた個別性の相対化{公立大

学は情報の受発信が弱い)

・単発的・イベント的FDを超えたFD交流

.相互にとって刺激を受ける機会

大学コンソーシアム大阪
高太連携部会でのFD連携(2)

第1園高大連携・交流フォーラム「高大連携の現状
と課題J(平成17年10月28日、太阪府私学会館)

第2回高太連携フォーラム「何をどう教えるのか」
(平成18年12月22日、太阪経済太学)

第3園高大連携フォーラム「何をどう教えるのか
(2)J(平成20年1月23日、キャンパスポート太阪)

第Z固からは高太の教員の相互研修的な内容
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衛官，. 町・人情附置》
受鴎生@ポートフォリオをもと-.

メシター@箇障によって

直定臨を"行
箪27.-;;((l・... 値》

m・・@威a院は...... の
司鹿・や徹宵力強化をもとに

.育改革a・合宿・σE悶】で・E

.37:>::-;(理学術的陵情的-
... 金で・告.栂医

轟範的位置酋l二回する・a
tオンデマン防と篠術院席

ワークシヨヲプ..'々 旨o.敏k鳳
ニ~

鴎生欄亙によAる島コンサJルレテ-
ションマ..

B.I'I'8 V H:EIKA買 U買IV:EB.8I'I'Y

全国私立大学
FD連携フォーラムによる

実践的FDプログラムの提案

立命館大学

沖格貴

大学績員に京められる教育力量と闘能の宵慮

さすら
寓鴎的FDプロデラム

•• 

カリキュラムや自らooat>>霞It. 
.，・、情偏に闘して.自らの

専門分野.. 育学@・aから.
そ@温切佳.妥当性.有効性を
省寝L.故智で脅る畠・M陶な傭~

11金叫置酷町私拙立問崖酌酢蜘一一オ円印一→4引ム削叫l崎閣唱串L
l裳圃eの，膏.... 宵専門笹‘隼徐.組Eを.宥
I ιしず<.文学教員ζ事められる敏育方量

と・・能@肉'棋をり方@畿針.極東

2 
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..・…叩

開発する実践的FDプログラム(例)

田直A(VOD)

I II~同誌絵}回II!B(WS)
田直D(VOD)

a百佳唱隊員対象FDプログラム

大学検育の質保鉦の*

講座H(WS)

情庫Q(WS)←ー
FIlM脅威プログラム

3 

開発する実践的FDプログラムとは

-主に敏員のアカデミッタプラタティスの効果的な
遂行に必要な知鴎技能態度を網置した実鴎的
FD.塵@体系

・オンデマンド揖‘(VO町、ワークショッブ(W町、
コンサルテーション(CS1N)の三本柱の蘭塵で構
成

~前座@到達目視の鎗和が『大掌教員に求めら
れる敏育力量>'事飽JI:::相当

.各木事@実施体制対.，二応じて.到達目・陪

.舗に定めながら.さまざまなモタユールプログラ
ムを摘出、実施

.当面VOD:30鵡庫、WS:15前座を聞発.最終
的同町OD:40揖庫、WS:20前座欄舞予定

・それらの輯塵のさまざまな組み合わせによって、
各大学の実施体制や対象に応じた多〈の実践的
FDプログラムを構黛

.倒として、厳笹'隊員対由民FD'プログラム.事情.

.民対.FDプログラム.シ=ァ.民対--開!I
プログラム.TA対象.TAD'プログラム.ピア・ザ咽ー
タ一対象プログラム、".職員対象SD'プログラム.
FD刷費慮プログラム e匂

4 
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7周割目『私立文早岨抱える共還の・t:...r::闘する
.見交橡禽』パネルディスかλ，ヨシ@栂子

7周割目『私立文早明抱える共還の・t:...r::闘する
.見交橡禽』ワ タシヨヲプ〈聞，."ぺ.'G>繍乎

全国私立文学FD連携フォーラムの進展状況

+.置に向けた・般金(.，回〉
一日時 "聞朝周回〈舎〉旬∞-15∞
場河冊 立・文隼池島キキ，:.，.，tλ

ー・2固陵 立像文学.皐輔園大事'.1是政大学.闘冒来事.立..  文字，.来事}

-私立文学@抱える共置の敏学医置に闘する怠見実機会
日・ '"泡年.71131日【木)12ω-18:00

ー調E野 立命館文字'.-sキャンパス
・2聞複 立敏夫掌‘阜指図文学..ili8:ロ....聞冒夫阜.同志社文掌.中央大掌.

車庫..:文司..立・錨夫単価文掌〉
ー手ーマ ，r.何を・Aるか』から「何を・・させるか』への腸剖'"目指して』
ー肉曹 ，如何イスカヲ同シ、ワーク~fi.暢幅安融

+.置に向けた・般金(.2回.予定〉
一日時 "四年"周，.日《制
場珊 早稲岡大掌

-・掴司..:t:at立敏夫学.早稲図大司停泊四良夫:..圃酉文学.同志社大学.中表
文学、鹿息.!・大学.明治大学.闘E単鵬"'".立命鏑大単'"文学}

+.立.会(予定}
20.埠 12月間〈土，.立・咽怯字にて開催予定

5 
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dF.聞

『回ネヲトワーク“つばさ"Jの現在・過去・未来

山形大学高等教育研究企画セン事ー
小田隆治

2畑 8年9月25目

広場'4f.7トヲーク ヰ描w 〆

山田a出"

一一一-.'..，...一

_.・"・...-，......申町四.
』…

“っぽさ"の過去

-平成20年3月28日

東日本地域の34太学・短太・高専によって

rFD永ツトワーク“つばさ" J 

が設立される。

.9月25日現在・35校(!校退会、 2校加盟)

“つ隠さ"ぬ目的

連携する大学・短大・高専のファカル

ティ・ディペロップメントCFD)の協同によ
り、参加校の教育力の向上を図る。

rFDネットワーク“つばさ"Jの構想

-山形県内6大学・短大による「地域ネットワークFD“樹氷"J
(平成16年度現代GP採択)で培ってきた大学問連携FDを
県外の血盟盤主玄埜筆に拡大する。

・受験生確保が競合しない離れた大学問で協調できる固

.大規模なネットワークによって、共有できる教育資源を増
やすことができる。

.専門性が合致する大学問で'FDを発展させることができる
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どうして小規模の大学等とネットワークを組もうと
考えたのか?

or地域ネットワークm・省氷"Jの経験は、小規模

核との連携にζそ活かすことができる.

OFDの義務化の対応に困っているのは、この小規

模校である.

“樹氷"の設計

-統合型FDネットワーク
山形太学が培ってきた教養教育の

FDの他大学・短大への技術移転。

時iif;?:51f訟法!とと:;-
iigJi詑!5:!::野総M r...，

i 刊吋=可1
個干 い却帽聞 酎"輔...明由吋.....

h...岬 嶋同州四"日...*"

ezu-fJA12弘:話t誌JE12LMM…

-iij.5ij512;:::「??÷

句画家可ご~容
1連揚fD，・ー <:=>母富島

一盛
φ

山形式学ぬー年間t;lFD活動

-学生による授業評価アンケート

-公開授業&横肘会

-ワークショップ

• FD合宿セミナー

-学生主体型捜寒の研究と実践

• FD先進大学園査

-捜.改普報告書

• lob FD 

-捜集改善ハンドブック

期

" 
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裁w.w".a・"ケート..錨.(11111)

叩…-1"I'l't'l:'1'ft.m."，，"，'r.;

-公開欄と検酎会 |
独自の橡酎法

・双方向性

-行動聾襲
・持続可能性

Web配備

ミ=公開捜寒と横酎会

ピアレビュー
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授業スキル向上

.合宿セミナー

少人敏グループワ-';

・シラパス作成

・科目散計
-成績評価法等の学習

高い評価

共有化

・『教養教育授業改善の研
究と実践』

・ホームページ
「豊かな捜業をめざして

一山形大学による

授業改善の取り組みーJ

・『あっとおどろ〈授業改善』

学肉の全教員への配布

全国の太字へのE布

『山曙新聞』

(2001.11.1司

学生モヱター会副
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“樹氷"は

山形大学がリードする

「続合型FDネットワーク」から

各大学・短大が自立する

「分散型FDネットワーク」ヘ

進化した.

“つばさ"の現在

特色畠る教育的開発
敏育力の陶上

ーWebFD 点検'価iI!・
入'"学合生伺冊嘱修会議禽

-・砂 多織なFD活動
公健俊信 字'"引舎な棚るセ纏ミ+司ー書僻咽民個

公立ø~....嗣心 "立短大

FD協組会、J
伝立大

-・-
公立大

国立大

Fロネットワーゲつはずによる大学問連鼠FD活動

“樹氷"の総括

.多彩な学問分野を網羅した教養教育のFDを基盤にした
ので、比較的容易に他大学・短大に技術移転することがで
きた.

・小規模のネットワークにより、機動力があった.

・大学の規模とFDの先進性から山形大学がネットワークの
中核として機能することができ、力が分散しなかった。

・比較的短期間の聞に技術移転することができた。

・現代GPに採択されたことによって活動資金の裏づけが
あった。

〆LDネットワーク“つばさ"

)) ...・・ << 
つ，，.縄自民・.

--・M ・叩・"""，"U"'7ール酬.-帽

rFDネットワーク“つばさ"Jのための

山形大学内の補強

.陣容

高等教育研究企画センターの補強

助教1名但M室)

事務職員1名

.財11
「財団法人新技術振興渡辺記念会』かちの外郁資金
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rFDネヲトワーク“つばさ"Jの事業(1)

.3月28日 ホームページの開設

.4月22日 飢回“つばさ"協議会開催

(於:山形大学)

.4月28日 “つぽ吉"加盟校(札幌大学)が山形

大学1l:FDの調査

.4月末 メーリン列Jスf咽開設

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(3)

擾蝿陣価アンケート

-・加校8枝・24万7000枚・@6.5同

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(5)

FDワークショップ{山形大学主催)

.8月7日(山形大学にて、講演会と分科会、

10時から16時まで)・108名参加・41大学等参加・56名の学外者が参加

rFDネヲトワーグつばさ"Jの事業(2)

公開摂震と検肘禽

.6月4日 山形大学咽「公開授業と検討会JIピ勺ば吉"の加盟軸識も歩加

・6月11日 山形大学の「公開授輯と検肘会」にぬっぽさ"由加盟校から参加

・7月4日 山形短期大学時「公開授業主瞳針金」に“司王さ"の加盟枝から参加

・7月10日 山形大学の「公開唖量と検討会」に“叶まさ"の加盟校から参加

・7月14日 山形大学の「公開捜聾と検討会」に“つぽ古"の加盟校から参加

rI司Dネットワーク“つばさ"Jの事業(4)

FD合宿セミナ「山形大学主冊

・8月4-6日(一泊二日2回実施、山形大学蔵王山療にて)

・104名参加

・40大学等参加(北は北海道描も南は沖縄まで)

・63名の学外者が参加(キャンセル待ちが出る)

・“つばさ"から11枝、 17名が参加

錦織嘉子論離苦闘蹴時鵬開品

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(6)

FD講演会

O筑被按街太学

O日本女子大学

0仙台白盲合大学

O国際武道大学

O北里大学

O札幌大学

0茨揖県立医療大学

O育藤中央短期大学

O一関工業高等専門学校
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rFDネヲトワーク“つばさ"Jの事業(7)

FDシンポジウム

FD学生モニター会議

.11月29日(土)
・山形市

.揖歯車:岡山大学揖本島敏授

・各大学から1名曲学生由参加

“つばざ'が問われていること

-加盟校は“つばさーからどのような突事jを得る乙とができ
るか.

.“つばさ"は如何にして個性的な町ネヲトワークに成長し
てい〈ことができるか.

全国民個性的で多様な四ネ外ワータが生針Lますように

〆み

rFDネットワーク“つばさ"Jの事業(8)

.2月14日合同FD研修会・2月末日 報告書の作成

-“つばさ"の未来は、

山形大学のFDの未来と漂〈リンクしている.

-山形大学の回の未来は、

その時々の学長とa<リンクする.

-状況の変化に左右されない

FDネットワークの構築は可飽か?
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lFDN薗1国会合

20蝿 '.25-26・市テMi神

京都大学における

FDネットワーク形成

松下佳代
京都大学高等教育研寛開発推進セン事一

1.今なぜrFDネットワーク』

なのか?

1.2競争と協同のバランス

-競争一辺倒
19掴年末学審答申「旗争的理壇由中で圃性陣〈太字』

ι 
・競争と協同のバランス

20回年申教審答申、『学士課程教育の構量』

-競争

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• • • 
3 

ZZEE-

•• 

e回目.r教育GPJ(賀の高い大学教育推進プログラム)

・連携・協同

拠点形成とネットワ-')化の支援

h 5 

EZEE-

発表の構成

l…一|~iiIlJの拠点形成

[CEつのレベル

4.ネットワーク形成の課題

h 

1.1背景

-太学教育の質保置の必要性

2 

••• •••• ••••• •••• •••• ••• •• 
・「入口』の質保証→「出口』の質保証(r学士力J)

zローパJ叫する
陣畠盤祉禽

• FDの義務化、 FDの実質化への要請

立
・太学の経曽難 E争リソースの共有

h 

2. FDの拠点形成 ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・

4 

6 
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2.1 概要 2222・

-京大センターのプロジェクト

「太学教員教育研修のためのモデル拠点形成」

・期間目 2008-2012年(予定)

-予算 文部科学省特別教育研究経費

-概要 議が園の高等教育機闘が、グローパル化時代・全入時代
の新たな教育課題およびFDの法制的義務化へ実質的に対応す
るため、個別式;学による教育研修・研究を補う『末学教員の教育
研修のための大学問連携拠点」を形成し、汎用性の高い相互研

車 修型FD拠点モデJ崎構築する。
7 

-なぜ、相互研修なのか?

2222・
•• 

-大学教員は、自らのコ〉テヲスト(学問分野、組織など)の中
に埋め込まれていて、一般的な原則の適用は成り立ちに〈い

・大学教員は、自律的で省察的な実践者(au回nomous

動管

問 flectivepract問。n町)であり、外からd町el叩される存在で
はない

省事的廃'.

9 

2.4 5つの サブプロジェクト
Z222. 

•• 1) FD企画実践

の遠隔FD企画実践

3) FD関連調査・情報共有

4) FD評価

5) FD実鵡研究

h 

2.2相互研修型FDという理念

・相互性の3つの形態

ZZEE-

-センターFDにおける相互性 (mutuality)の拡 大

・「教員学生聞の相互性」、「教員聞の相互性」

h 
+r組織聞の相互性」

B 

2.3フレームワーク
ZZEE-

-相互性にもとづ<FD
-教員間 同僚モデル

-組織間 競争より協同を指向 E争拠点形成tネットワ-'7化
-日常の教育改善とFDの結合

-ローカリテイ{固有性、多様性)の重視

専門窓モヂ" 同僚宅デル

大学.員. 研完国事円軍・.宵母車人 研"'.・k宵@専門.. 

FD!・-主体 〈自分でFはD鰻の専事門を行.わな凶〉 同h僚関嗣係h唱にaあdる大で掌あ&る〉員

代表的組鱒 問。D _ . カネヰ'--<肱曹盛岡耐園 蔵文センタ

h 国
聞の寓..~IJーダーの... "，"- 相"... 

10 

2.5 4つのレベルのネットワーク形成
ZZEE-

-学内レベル

・自律性の強い教員間・部局聞での連携をいかに園るか?

・地域レベル

・多様性のある文学聞で、どのように連携・協同Uょがら、現在
の大学教育の課題やFDの義務化の課題に応えてい〈
か? 今回のプロジェヲトの中心

・全国レベル

・個人単位(従来)+ネットワ-'7聞の組織化(骨回)

・国際レベル

・類似の理念をもった組織との連携と交流

勘屯 時カーネギー財団、四凡農耕
12 
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・・・・・・・・t，，1とを一言o.町伝刈~ : lt三造 I 事 E司~""君"・帳台iiZ"，措置・I'Þl:-_-:!:: I陪it:-;"h，___ _ 
皐拘温・

一一

3.1学内レベル

-京都大学FD研究検討委員会 (2006-) 
・参加単位 部局

・目的 情報共有、部局間連携

l.，固捜書評恒ワークショップ(2田q目11)I 

h 

2222・
•• 

15 

h町 11_細胞.-旬-.....O，Jp/fd/lnd・x.php

l 

司担喝

3. 4つのレベル

直

(2004 -) 

・実施単位 部局+セン事ー

・参加単位 各学科、教員個人

・目的 FD・教育改善の支援(特に、授業評価)

••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・
14 

zzzi: 

18 
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-参加単位 院生個人

-目的 ファカルテイへの

自己形成/院生聞の

コミュニテイ形成

(2005 -) 

・プログラム (Ba舗の
.1.ミニ講義

・2.ディスカッション

・3ボディワーウ

・4プレゼンテーシヨン

事Ad咽n田dも(2008-) 

各WGの実施体制

， FD情報支援WG
同志社大学・+大阪府立大学+京4・文字

， FD共同実施WG

式医末学'+聞西学院文学+車部文学

， FD連携企画WG
立命館大学・+闘西文学+神戸常盤文学+京飾文学

-広報WG
大阪市立末掌ー+和故山太掌+京榔太掌

-研寛WG
神戸大学・+慌谷大学+京都文学

(・は責任枝、事着用は京御末掌〕

9 

12 

3.2地域レベル ZZEE-

・関西地区FD連絡協誠会 (2008-) 

・参加単位:太学・短太
109/211 (目立ス私立98、公立4)

・目的 文学聞の連携・協同
(FDの義務化への対応、リソースの共同活用など)

-活動

..g間関連情報の揖棋

e.g.初任者研修の共同璽施

..g学力低下立どの問題への対応の連揖

①FD情報支擾WG

②FD共同実施WG

③FD連携企画WG

④広報WG

h ⑤噺克明

..g 関西FDのHP作成やニューズレター舞行

..g 授轟評価、W.b公開揖集の横酎
20 

関西地区FD遺書書協櫨会
t~干害事--ー

幹事会

直='1厄望日目ZL恒U j口ーゴ
部EI J部 |昂Z 広信開。 寄寓WG

2008年度活動の概要

2008年 4月26目 関西地区間通噛悩語会設立緯会
e月13日 第1固幹事会
7月 I!1I!醇佃附留のメンバー募集(研究WG)
7月18目 112固幹事会
S月四司月 援業醇価IWG第1国会合〈碕究WG)
7月四11月

ホ京ー.ム文ペ学ー高ジ・F開"霞育皐研惜，E〈開広舞報W権国温センターによる同情縄取舗に10月明
協力(FD帽報支:tIWG)

10月四11月 =ユースレターNO.l発行(FD広報:WG)

11周 111固シンポジウム開催『思考し表現する掌生を育てる一書〈ζ

とをどう指事」評価するか?-J(FD連携企圃WG)
12月町2月 援.醇価川百第2固禽合〈研究WG)

2009年 1月 初任者研修担当者ワークショップの立書(FD共問実施WG)
3月19日 初任者研修ワークシヨヅプ('D共同実施WG)
3月20・21目 京.大学大学敏育研寓フォーラムにて成果費寝〔研寓WG'FD

遠鏡企画W回
4月26日 2009年度園西地区間連絡協腫全信金
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【例】FD連携企画WG

2222・
•• 

-目的 園西地匡の太字のうち、共置のテーマ(問園別、アプローチ刷、ディ

シプリン男lなど)を抱える大学がタループを作仏協働で聞置への対処に取り
組む.

・活動計画:
・①特定のテーマについてシンポジウムを開催する

."固「恩者し表現する学生を育てる書<=止をどう繍事し.静価するか?-J

・骨シンポジウム・加畿を中心に.グ，1--ープを形成する

・「聞酉FDパイロット様」を霊団。パイロット棋にIt.本協鴎会から支援ー

アド"ィスを行う.
・骨グ，1--ープ肉で、先進技の取組事例の学曹、自棋での民行の企圃支援などを

行ラ

・曲グ，1--ープIt.闘酉FDのHP会報や太掌教育研実フォーラム・で活動報告を

行う

h ・骨毎年・(jHID舗もJ遣しながら、文字削酷蹴・進化させる

25 

CD -・・..フ弔-'"
7・レピA

，-

肉 W， 玄関，..
'0手タ，、ス "，-.ioo f刃

-確認できた共通点
-同惜モデルに立って、FDを〈ファカルティ主導}で行おうとすること

・白血栓y-dri・.. ，faall句ー園田1国間岨

ZZEE-

•• 
・日常曲な〈敏宣での量育畏践〉を田・敏育改善の量も革本曲なフィルド
t=1とみなす;:/: 割聞yd町匝・曲1"，

・特定申問題や方量に龍車をあてるよりは、個々の文学教員が自らの〈喪
踏を省軍〉することに量点をあてることー 同伺圃完:ion

・安畠な一般化を行わず、個々の教員や太学の{固有性〉や{多樺性〉にも
とづいたFDを行おうとすること 回 ntext¥皿田園岨

・文学敏且聞のピアレピュ や大学聞での相宣車損など〈相互性〉を量視す
るζと回目・P圃 r同M・....bo・回，町lutu.l，.田町幅四1叩 m・叫

・教育書鼠告共有し相互性の聞悟で軸Iまれた〈コミュ=ティ〉あるいは〈ネット
ワー却を摘草しようとすることー曲聞岡田ity-bIIs岨，曲聞冊目島

c:oll・bo聞個。田

h 29 

3.3全国レベル

-大学故育研究フォーラム (1994-) 

.参加単位 教員個人(毎年、約500人が参加)

・目的 文学教育実践・研究の成果発表・支涜

.大学教育ネヴトワーク (2003-) 

・参加単位 教員個人

・目的 オンラインによるFDネットワ-'Jの形成

• FDネットワーク代表者会鴎(lFDN)(21日08-) 

・参加単位 FDネットワ-'Jの代表者

EZEE-

・目的 各種のFD関連ネットワ-'Jの聞のゆるやかな連携

h 甜

3.4国際レベル
••• •••• ••••• •••• •••• ••• •• 

-頬似の理念をもっ海外の高等教育機関との連携

・アメリカ訪問 (20曲 5.21ー却)
・カーネギー唖宵彊興財団 [CF]

(Pat HutI:hi咽S，Mary Huber，飯吉置民ほか)

・インディアナ文学ヲルーミントン桂 [IUB]

(Jennifer M目 R曲m四"まか)

・ノスキャロライナ大学チャペルヒル桂 [UNC-CH]

σLー陀 Frank拘置h田岡ほか、 UNCの他キャンパスのFD関連スタッフ]

E争国際シンポジウム開催(2ぽ凪1.24-25@京都大学)

・その他

・カーネギー財団 (KMLのスタッフ掴珊『旺EPTt∞l闘の目本版}

・カナダ・マギル文掌(1田σTL20閣で国際パネルを共催)

h ・オツタスフ日大学(町 α.，陪蜘旭町欄 28

4.ネットワーク形成の課題 ••• •••• ••••• •••• ••••• •••• •••• -・
30 
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4.1 FDネットワークの実質化 2222・

-実質的なネットワークが形成できるか?
・「スケール・デメリットJr連帯無責任」のおそれ

・ネットワ-'Jが空洞化しないためには、何か共有できるものが

必要
・「学生の学習の問題点目白ue，ba吐lenec同lま何晶、。」

「それにどうアプローチするか?J (CF， IUB， UNC) 
・子。ノロジーについての情報やリソースの共有(CF，UNC) 

h 

4.2 FDを支える専門職のあり方
• •••• -E

・E
・---E
・

E

・-z
・

-同僚モデルと専門家モデルの関係は?
• FDer以外にもさまざまな教育専門聴が存在

・教員の相互研修を支える専門職のあり方

ゼーτr 
専門職

...・..a.......四・rdln...r

h 
In.....o幅 nald・.111"・"
旬曲目畑町田ordln.旬 r

ZZEE-

-大学聞のく競争>とく協同>はいかにして両立
できるか?
・特に地域レベルのネットワ-'Jの場合、〈教育改善による学生
獲得聾争での生き残り〉との蹟合の懸念

ι 

31 

-何を共有するか?

・地味だが、教員が共通に抱える、学生の学習に関する問題

o，gコピベ問題

・協同で実施することにメリットがあるFD活動

o.g新任教員研修、揖集静置
h 32 

33 
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FDネヲトワータ代.者会圃.，田舎合(0・年噂周 25-21目.*テル・E神〉

東海地区におけるFDネットワーク
の取組一現状と課題

夏目達也
名古屋太学高等教育研究セン事ー

名古屋大学の太学問連携FDの取組

ロ ~FD活動の国際化による文学教育の質的向上』
プロジェクトの主な内容

ロ海外先進大学からの講師招鴨・シンポ開催・2006年9月・2007年3月

ロ海外先進大学FDへの学内教員の派遣

・ 2006年8-9月ミシガン大学・2006年11月 シR二一末学

・ 2007年2月 ウオリッヲ文学

名古屋大学のFD活動に関する他大学との

連携の実績

ロ『太学教育改革フォーラムin東海」

口2006年から実施。過去Z回開催。

・ 2006年愛知大学 参加者約120名

・ 2007年名古屋大学参加者約130名

・ 2008年名城大学 参加者約120名

ロ全体会、分科会、ポス告ーセッションで構成。

・分科会のテーマ田高大接続・初年次教育、キャリア
形成支援、 FD、SD

東海地域の大学問連携の現状

ロ『量知学量恕話量」
ロi<哩コユ'ーシアムせと(03年協定締結)
ロ『岡崎文学恵話会」

ロ『私立文学環境問題担蹟会」・量姐県下由私文35棋で組踊.相互理解・環場軍陣形成.

口 瞳阜地曜の『国際ネットワーク式牢コンツーシアム』・帳阜県と県同，.末学等からなる太掌連合

ロ南山文学と豊田工章式牢(03年連携調印)

・壷瞳の主立肉審
口 敏宵・研境分野の相互補完的なIfll活用
口 敏員の吏涜推進
ロ 掌生交iI!単位互換や図書館等施置の相互利用

揖 FD.SD由置掴出不+分a

名古屋大学のFD活動に関する他大学との

連携の実績

ロ「太学教育改革フォーラムIn東海」

ロ趣旨
・東海地区の文学が合同開催。

繁忙期に他地域に赴〈ことな〈、臨幽できる.

・大学・高校の教職員が一堂に会して、大学教育に
ついて議論を通じて連携・連帯を深める。

・他地域に負けない，質の高い大学教育を実現。

『大学教育改革フォーラムin東海」の様子
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「太学教育改革フォーラムin東海」の様子

「FD.SDコンソーシアム名古屋』

口事集計圃

1 )4大学共同でのFD"SD研修の実施

2)各大学のFD"SD企画・実施のサポート

3)FD.SDプログラム・教材の開発

4)院生向け文学教員準備プログラムの企画・実施

5)海外との濯機(米のFDネットワーヲ等)

6) r文学教育改革フォーラムin東海」の開催

FDネットワークの海外事情調査について

ロ東北大学のプロジェクトとして実施(代表:関内
教授)。弘前太、新潟大、名大の教員が参加。

ロアメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリアの
FDネットワークの現状と課題を調査。

「FD.SDコンソーシアム名古屋」

ロ2008年4月に発足。
日本事業の目標

任者E鹿摂理事E2号訴志望よりFO"SOの

②説経鴻剤散fJ係官普遍号込。
智録制覇昔話奇襲害耳障壁通じて、
④協占晶説詰鑓繰主議揚妻鶏基鴇去?F?F干に崎こお飢Lい川、叩て

rFD.SDコンソーシアム名古屋」

口 4末学由利害

・ 山手地臣告文化発信の地域とする.

口課題冊共有

・教育力の増強

口各大宇田強み・課題由明確化

・ 4古E文学高等教育研究センターの開発柚
・南山大学外国語教育

・中東太学体育敏育
・名属大学車掌敏育

口文学院生向けPFF由昆開

・文学量且志望の陣生 00を対象に2005年から畢施.

・ 2008年度合唱、対象拡大 4大学に開放.

FDネットワークの海外事情調査

問題の設定

ロ各国のFDの文脈・背景

口機関レベルのFD組織

ロシステムレベルでFDを支えている装置，文化

ロネットワークの成立・組織・役割・意義

ロ4カ国のネットワーク STLHE(加)、 POD
(米)、 SEDA(英)、 HERDSA(豪)

ロ4カ国を通した日本への示唆
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FDネットワークの海外事情調査

ネットワークの役割・種類

ネットワーク形成を必要とする背景

・騎L:EF鵠体的活動にするには多種類の

・多様なプログラム提供は単独の機関では難しい.
・ FD担当部署は一般に小規模

ネットワークの種類
ロ各固とも多種類のNWが存在。 FD担当者以外にも.
口英 HEA、UKgard
日米地域レベル、太学院教育、カーネギー財団
ロ葺 FD担当部署、Eラー=ング、図書館等の組織

rFD.SDコンソーシアム名古屋』の課題
先行事例に学ぶ

口利害が一致し、抱える課題を共有できる大学
から始める。

・「コップの中の競争」をやめる。

ロいたずらに規模拡大を目指さない。運営が困
難に。

・まず着実に実績を上げてから、規嶋拡大へ.

rFD.SDコンソーシアム名古屋』の課題

先行事例に学ぶ

ロ各大学の独自の文化を尊重。役割の分担。

・画 的な基準・活動ではなふ相互の独自性に配
慮・充実させる.

ロ各大学でアクターを育てる。

・助成期間終了後の事業継続へ。

・ FD担当者の養成へ.

FDネットワークの海外事情調査

各国のネットワーク共通の特徴

①教育改善に向け多様な活動の必要性をアピール。

②活動内容が多岐にわたる。教員の教授能力形成
に限定しない。

③研究活動を位置づけている。

④会員に対する各種サービスの提供。

-各種出版物の発行による情報の提供と共有
.年次大会の開催

・優れと教育実践等に対す晶表彰

⑤聞連する他の本型トワークとの連携追求

rFD.SDコンソーシアム名古屋』の課題
先行事例に学ぶ

口連携により予想される成果がみえやす〈、納
得しやすいことを追求する。

ロ相互に強みを持ち寄り、それを発展させる。

・自分たちなりの独自性・強みを追求する。

・従来の実績の継承・発展を図る。

ロ財政負担をできるだけ小さくする。

E 少ない財政負担でできることを追求する。

rFD.SDコンソーシアム名古屋』の課題

先行事例に学ぶ

口先行のネットワークとの関係

・太学コンソーシアム京都(1993年創設)

・全国大学コンソーシアム協議会(2004年創設)

・その他

ロネットワーク結成の目的・目標の明確化



－ 274 － － 275 －

Ⅳ－４. 付録６

ロ東北太学のFDと

大学問ネットワーク化構想

報告の構成
東北大学のFDと

文学問ネットワーク化構想

東北大学FDの基本的な特徴

東北大学FDの成果と展望

大学問FDネ引トワーク化の構想

おわりに

司

自

の

ι
q
u
n守

口
口
口
口

東北大学高 等教育開発推進センター

関内 隆

; 一… -J t e，:fG3656言語、

し一平TZiE畳
:Hi町田;誓;主;;T

tJi jト叩Ii 

東北大学FDの基本的な特徴(1) 1 

ロ 1東北大学高等教育開発推進セン聖一

日高教セン事ーの使命

議議主連銀鵠擁護き2F
口高教セン事ーの活動と全学的な教育系組織

まZZS型総型部坊秀i期首醸.
11111:宮単純謂晶雲耳鳴智会教員

まEEf吾-1，，1属の教員が、上記各種委員会の委員長、

i;:"i 

東北大学FDの成果と展望(1) 2 

ロ 1 東北大学FDの活動経過
ロ平成11年度泊、ら、いわゆる北大方式のコースデザイン・

ワーヲショッブを実施
1泊2日で年1回開催方式から1日コースで年2回開催へ

ま 宮 原 庶 績 報 器 離 脱 学 学 教 育 担当

日平成18年度より、動員なしのオープン'加型FDへ
[第1園東北大学全学教育FD:19年3月23目]

諸島鵠警FF)に加えて分科会=全学教育科

説教育を担当する専任教員・非常勤講師200名扇の

東北大学FDの基本的な特徴(2)1 

ロ Z セン11ー主催のFDの特徴

口高教セン事一高等教育開発室が企画・運営の中心的役割
を果たし、学務審譜会との共催の形

ロ FD対象者は主に、全部局の全学教育担当教員

ロ FDの素材についても、転換・少人数科目『基礎ゼミ」等の
全学教育科目

口全学教育各科目委員会一担当教員会譜レベルでの教育
実践に即したカリキユラム改善、授業方法改善

口なお、各学部等では固有な課題に即して独自にFDを実
施。特に、医学部、工学部、専門職文学院などがワ-'/
ショップ、 PBL'等の実施に熱心
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2 東北大学FDの成果と展望(2)

ロ 1 東北大学FDの活動経過(2)
ロ平成12年度から、革礎ぜS，FDを毎年継繍的に実施

-次年度担当予定者を対象lこ10月四11月に開催
・すでに担当した教員からの事例報告を織り交ぜて企画
・動員型ではなυが、毎年100-120名が'加
・平成19年度から、受講生、TA参加

ロ捜業評価アンケートの実施と活用
-全学教育科目対象に平成13年度より全セメス~一実施
.アンケート結果活用として『授業実践E録」作成を噂入
・形成的評価の促進のため教員に「ミニットペーパー」配布

ロ平成17年度より初任者研修を年2回実施
日教員対象FD慮艶聞蓋を実施(平成18年7月、 20年1月)

2 東北太学FDの成果と展望(4)

ロ 4 FD活動の成果から見えてきた展望
【成果]

ロ i否E芸謡華製里器証書修の客体ではな〈ιυ、， r教員が主体となる目

口宇52息張践(担当捜業科釦が抱える課題から出発

ロ警聖書詣童話要旨fE鶏号室書il色白晴礎

[標題・展望〕

口語~~2~品賞E手段づいて、教員の多様咽別

可閉練捕鯨，~~議需際の

3 太学問FDネットワーク化の構想(2)

口1 東北地域高等教育開発コンソーシアム(2)
口東北地域の7国立太学が参加弘前大学、岩手大学、山

形大学、東北大学、宮城教育大学、福島大学

日新任教員、中堅教員、中核的人材、文学管理運営者、太
学院生(プレFD)のキャリア別、かっ多様なニーズに対応
した各FDプログラムの共同開発・文学問共有化

ロ各文学の特色あるFD実績(ワ ヲショップ、公開捜業検
討会、 OJT型、eラーニング、ポートフォリオ、学生や職員
参加など)を踏まえ、 FDコンテンツ開発を担当

ロ圏内ならびに諸外国のFロネットワーヲ組織と連携

口開発の成果を各大学や県単位で出来上がりつつあるFD
ネットワ-?I=還元

2 東北大学FDの成果と展望(3)

ロ 3東北大学FDの活動経過(3)

ロE品説勢甥模型見喫界際連携を活かし

(FD関連事軍司成果叩み摘出]
・東北地域国公私立大学7大学13名含め44名が参加
. [STU活用による授業相互参観研修(ウェブ版公開捜襲)

務官現品説U研修(メーリングリストに品イン

斉調官研修(ス~:'-7;t-防相目的-?泊ツ

海外Fロットワ-?の調査:英・米・加・ カ国のFD

主誌面燃程標!?荒崩持。岨目

3 大学問FDネットワーク化の構想(1) 

ロ 1東北地域高等教育開発コンソーシアム(1)
【背景〕

ロF2設?皇居儲IAFS持拡競密類型的

ロ干定翠践鵠調えも号車;斡走大学のローかJ

[構想]

ロ鰐絹議主主25認繍tたFDプログ

ロ契鰐11EPE舘諸官(富喜望台fH量磁露イデイ
ロ思~I~捜輪お英首謀鵠錦松ヮ-?組

ー市吃百五=同亙.. 1"::1.' 寸 I ， ~;'j

キャリアス予 タlミ応じたコン予シヲ....する率事..個欧""岨・の'0・... 迫噂すること民よ場、
車掌亀瑚賓-曹コンソーシアム.掴U附'金体@・現晦hO禽i(息iげ'"胃・"=(16.
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3 大学問FDネットワーク化の構想(3)

ロ 2 東北地域文学教育推進連絡会議(1) 
口東北地域の国公私立大学48枝(4年制大学IIこ呼びかけ、

大学教育改革・FD推進に向けた情報交流の場を組織化

ロ岩手大学発案で過去2年間、国公立大学の教育支援施
霞(セン事ー)交流会曜の実績を背景に拡文

ロ 国立7太学、公立5大学、私立9大学の21大学が出席、
東北地域のゆるやかな大学問中pトワ-'7として発足

ロ来年度の子ーマを「捜業評価アンケートの活用』として、今
年度中に各太学の取り組み内容等をアンケート調査等で
把握.本年10月に東北大学主催で関連の講演会開催

ロ連絡会障の骨後の持ち方など、来年度に改めて検肘する
ことで合意

4 おわりに
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3 大学問FDネットワーク化の構想(4)

ロ 2 東北地域太学教育推進連絡会議(2)

ロ東北地域の各県単位にすでに、FDネットワ-'7が青蘇県
を除いて存在(現代GP.戦略的大学間違揖事業等)

ロ各大学や各県ネットワ-'7のローカリティを尊重しつつ、
共通課題に闘する取り組み事例の情報交換の緊密化を
主たる目標とする

ロ学士課程教育の構築、 FD推進に闘して各文学が相互に
啓発しあう場として位置づける

ロ『捜業評価アンケートの活用」をスプリンタボードlこ、大学
聞の連携で何ができるかを確認してい〈計画

口高等教育開発コンソーシアムの開発研究の成果を還元

参考資料

下院はすべて東北大学高等敏育開舞権道センター舗の刊行物

口忠智伊説副手艶位置指fftn期干時東
口証書簡品管程~!W当脇韓56Zゃな「輔評価改普シ肝ム』
ロ 『東北大掌のFD実施状況と展望.11(2007年3月)

ロl盟宮鶏官貯宇』を揖業し凶む一枇大蝉学闘世

ロ騎学崎ける初年次酬と「判@輔副東北大学出版会、2即年3

ロ 『固IIU直衝を活かした高等教育システムの楊集最終報告書.!I{2008年3月)
ロ 『文字における『学びの転楓」とは何かJ(東北大学出版会‘ 2008年3月}
ロ 『偏究噛宵のシナコ-cFDの将来!(東北大学出版舎、2008年3月}



－ 276 － － 277 －

Ⅳ－４. 付録６

キャリアステ一世に応じたヨンテンツ開発をする本事聾と他文学の独自のFD事輩出遭損することにより、
車草地塙高等畝宵コンソーシアム参掴大学生体の瞳宵値力自由よ{庫ょげ)が可圃とな晶.

国宇
野

高傭艦曹聞鐙推進セシ事-~回優審盤会

…金
j

E主査
当

ン

i i iii i jj: 
:||liij 
j?!i i ;; 
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佐蔵着章

〈量撮文学教育・学生支援梅構敏宵企田章〉

EH“嶋E 量・・.~

...脚阿ーク中四国の取組事例 I 

-歴史
<2003年度〉

中田園太学教養教育研究会(現太学教育研究会)(愛媛太)

において、初めてセン9一教員同士の情報交換.

徳島大のFDに愛媛大教員が講師として，加.

.メーリングリストでの情報交換がス事ート.
語圏援軍アンケートフォーマットの共有、担寒アンケート由外生化、研究会

告知、公事人事告知.歯師募集. 抽研修の開催場所・金銭負担

12月に第一回ネットワ-';}会識を開催(愛媛大)。愛媛、香川、
高知、徳島、名古屋の5文学が参加。F目、学習支援に闘する情報

交換を実施。
愛媛大学のFDに徳島大教員が講師として参加。

EHlþ，o‘E 量.~

.H!"Jットワーク中四国側組事例 I 

<2005年度以降〉

中四園大学教育研究会(徳島大)で第四囲ネットワ一空会議
を開催.

• 6月に徳島大学FDのリーヲーワーヲショッブにて、 Fロコァシリ
テ一事ー養成プログラム・パイロット版の実施。講師は愛媛・徳島

大学教員。その後も継続中。
9月に第1固FDファシリテ一書ー養成プログラムを実施.講師

は愛媛・徳島大学教員。その後も継続中。2田7年度よりファカル
ティ・ディベロッパー講座へ名称変更。

学生同土の支流も愛媛大学・高知大学・徳島大学で実施。大

学改善について話し合いを継鏡中.

1. F肋トワーク中四国の醐 I 

.概要
主に中田園地E由国立文学の文学敏宵センタ一等由専任スタッフ聞で作品
物トワーク.回プロゲラムの共同車施、数材の共同開発などを目曲に連揖
している.中四国大学教育研究会!こ多掴したメンバーで2003年に発且.年
1固の会合(ファカルティ・ディペロッパー聾成輯II).MLでの情程変複などを
骨っている.事膏局1まい量撮文学教育学生支援機構教育企画室02008年
8月.田園地E夫掌等教職員能力 鎗ネットワ--'J.へ.!UI的解摘。

.構成大学
香川文学、山口:1<掌、檀島文学、高知大学、岡山文学、島視県立大学、畠担
太学、量揖太学

.班.I=.登録している個人が所属する文学
室蘭工章太掌.砦手太学、軍韓大学、集壇末学.新縄太学.静岡末学.量知
大学、岡崎女子短期大学、名古E文掌、名捕文学、目本福祉大阜、信州大
司降、立命館大学、大臣文学、夫匝学院大学、闘酉国際文字、関西学院大学、
豊崎末学、鹿児島太掌等

EHIME .. ・a写

UHIVERSrTY 

1lIi脚阿ーク中四国の取組事例 I 

<2日04年度〉

中四国太学教義教育研究会(島根太)で箪=回ネットワ一空

会識を開催.活動方針(地域凝集性をいかした取組)の確認.

• 9月に愛媛大学の学生と岡山大学の学生の交涜会

11月に愛媛大学の学生と香川大学の学生の交涜会

12月に第三回ネットワ-';}会議査開催(愛媛大)0愛媛、山口、
香川、徳島、大阪の5大学が参加。 F口実施状混の情報交換、 FD

ファシリテ-;ー養成プログラムの開発を行う。 FD担当者に必

要な3つの能力(①コミュニケーション能力、②太学に対する知

龍、③FDプログラム開発力)を抽出。
2月に徳島大学FDシンポジウムに愛媛大・岡山大の教員・学

生が掴鴨.

EHIME .. 畳実写

UHIVERSrTY 

2I..i加融の内容 I 

(1 )徳島文学 FDコァシリ子-;ー養成プログラム

FD概論

FDプログラムの開発・実施・評価

(2)愛媛大学/FDネットワ-';}中四国ファカルティ・ディペロッ

パー講座(養成・入門)

FD概論(定義・政策動向)
FDプログラムの開発・実施・評価

授業コンサルテーションの技法
セン事ーと各学部の関係構築方法

カリキュラムの開発と再開発手法
諸外国のFD事例

FDネットワ-';}の構築方法

EZWER杏子手
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ファカルテイ・デベロッパー. ..・・

問'3~26a.27a

一。崎 山町 唱団.
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| 平慮叫糊附新ペ即日円融即日 I 

岡 市 今回の餌塵は~~1とに，ョで

u・4ーものでしたか

開， .・の6つの到追回・は
2・aされましたか?

.， FDブログ〉ムの ズを
... ‘'るこaとがで...

4 ・m・Lた一 -. 色調遣し.か ，，，

… 
畠孟A

聞2.，聖の5つの到温自信は
遠慮されましたか?

。FD..bt“..-...てお〈ペき
姐....明ずる4二'b<で.る唱

網g ・貨のbつω到遁a・1ま
途..，きれました"'?

'" F 0ブ白グJムを作成する
よニ4とがで...

4 ・ 到'L.................. 
. ， 伺追し.~，と

… 

山
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吃凪一

方
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鑓
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亨

2醐・3周25日困

g・固

却特別J耐・m 即日円融奥歯闘 I 

1 主値量撮文学教育・学生主揖揖構教育企画宣
Z共催国立教育政置珊民間高等教育研寛郁
3 寓施日平成却年8月10日(水}勾11日(木) 2日間
4 会唱キャンパス・イノペ-ンョンセンター車車
6 ・加者全国の文撃でFDを担当している敏職員61名
7 目的
初めてFDを担当することになった故職員(FD・ゆが職場で抽果的なFDブロ

ザラムを童施するために必要な知融と技衡を身につける.
8 目掴
① FD.哨e量幅醒知ってお〈ベき知障を観明することができる.

② FDブロゲラムの=--~を把握する"1とができる.
③ FDブロゲラムを作成するζとができる.
④研修当目lこFD・油eするべき，，1:を聾明することができる.

⑤研修由肝価方法を量ペるζとができる.

EHIME .. 畳実写

UHIVERSrTY " 

鴨f'lil帽加J肝 開 即 日 円 融 丹. .  

間2 鶴屋の5つの到達自編は
連成されましたか。

曲珊修当日にR>・がするべき
ιとを盛明するιとがで倉る.

~ 到遣した
一 蹴
• 21調遣し4広かった

一 間2111慶の5つの到遁目・・I~
達成されましたか?

$・・の際価方..，を逗ぺる
こ.ができる.

a 測量"た

• 2. 11温レ..η危

一
圃院

EZWER杏子手
ロ
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| 平膚~年度剤耐一昨入円融丹.
-聞3 あなたが学んだI ためになった，発見したことは帽ですか?

! r教育自体，ノウハウやスキルよりも“人"に怯存する個面が大きいと且うが!
;FDerもすぐれて"人"に左右されるものではないかというのが量見でした.正
E直ノウハウや掴薗スキルにさほど高度なものがFD.rに要求されていると
:1ま且わないが.I!のような人でなけれぽならないかという車でかなり高度なも
・のが要求されていると私は考えます.FD.rtま高鹿な専門職でおり，しかも当
i人の人格性に3にき〈怯存する‘向き/不向き岡由あるものではないでしょう

! 1J¥o J 

: r宴障にFD企画を立案したζとで現状の問題点とそ由問題に対する改普
:(目的と目橿)が明確になった.FD体高園を作成することでI すでに実施して
iいるブロゲラムの段階や不Eしているブロゲラムに気付〈ことができた.
Eまた，楽しみながら今回の研修!こ，加することができたのでI 学向の研修会
iを企画するときも縦しく集植が毘れる研修会としよう企画じました.J 

EH“嶋E 量・・.~ " 

| 平 成却特別吋判即日円融問→ I 

...... 
i聞5 今回の車庫由改善置があればご提家〈世さい.

: rニ目園田情報量揖会副ランチ."ユヲフェ付lIt..加される方々に.';Ii'当』
1豊一人一人10配布するなどの改普が必要.童べられなかった人がいたζとは
~ rサギ』行為にあたるのでは'??グ)Irーブディスカッシヨン即時聞をつ〈ったらど
iうか.今圃は個人でやる作品が多〈他末学の様子【情輯}が尭分聴取できな

iかった.J 

: rFD担当には敏且と職員がいる訳ですが，職員の担当から且た視点で組樟愉
i司与を含めて助言いた古ければよいと且います.J 

i'他太学k由主斑がもっとあるのかと思って・加したが!ブルデラム作成が，岡
iじ大学のメンバで骨うのは瞳念だった.他文学の様々事現状から由学びが
l欲しかった.しかし.FD全体の知障を得られ..加して良かったと思う.
i文学のキポや専皿故且の有捕によって.FDの状理はかなり異なると且われる';

i それらの遣いに応じた相暗どがあると買に良かった~..~.....................j

EHlþ，o‘E 量.~ " 

..成功するF脚阿ーク運営のコツ I 

⑥構成メンバーのエーズの一致

・ニーズの一致した構成メンバーが集まる必要がある。

.何を目的にするネットワ-'Jなのかを明確にする。

・想定される目的劇団ネットワ-'Jの倒

地域別ネットワ-'J (地域凝集性Iま高~\方が望ましい)
一学生層別ネットワ-'J (研究志向文学、教育志向文学…)

一段置主体劇中Mトワ-c'J (園立・私立・公立、4年生大事・短
期大 ・大学院大学..)

ー専門分野別ネットワ-'J (医学教育、物理教育…)

.能別ネットワ-'J (管理者、FD町、一般教員，)

言賀間協も洗面詰官官主偏ぜ今同実施、新任

" 

慮~輔糊肋開即日円融丹.
f聞4ご自身の酬で盟かせそうなことI 活かしたいこと開甘か。

・・・目、

: r①FD活動にインセンティブをわたせるための離論FD闘樺会蟻で提案した
z い.
il2Jワークショップ闘で作成した輔副を本当のイペエ小田ステップとし
iたい.司会轟で提寮.J 

: ，①FDの参加を事るコツ[軍項の書き方lま特に他大学さんの事倒をみせて
1いただけたので，考に怠った.)
i②レペルを分lす，体高化しI 櫨輔的なブロザラムを組むこιマップ作りは早
i連作ってみたい.J 

ir全学を一気に巻き込もうとするのではな<.，多加のしやすい，手の届きやす.
1い」取組みを，やれる人ちょっとやってみたい人から動員してい〈のが置置だと-
i気付きました.(全学FD!:学部学科FDのバランスの取り方はむずかしいので i
iすが.)J 

EHIME .. ・a写

UHIVERSrTY 

.. 

3 成功するlitJネツ阿ーク週曽のコツ I 

①中心となる人物

事事局として勤〈檀動力のある人物が必要。

・近隣の文学からなる3名租度の中心人物が必要.

②7'Jセスの良吉

金曜等が行いやすい場所の櫨保(特に地域別ネットワ-'J).ML
や田自の活用。

③太学トップの理解

予算:1'>場所の確保という点、活動を舎にするという点から、セ
ン事一長、教育担当副学長等の理師由不可欠.

④予算の櫨保

セン事ーの通常経費で蹄えない場合は、学長犠量経費、 GPな
どの予算の確保が必要.

⑤協定書の作成

安定したネットワーウにするためには、協定書を作成する.

EHIME .. 畳実写

UHIVERSrTY 
1・

3 制 す るF除ツ阿ーク週曽のコツ I 

目的が一致したよで、利害関係の調聾

参加前に想定されるアンケート項目

ーあなたの所置組圃のFD母方略は恒か?

ーあなたのFD也宜‘/探聞しているアプローチは阿か?

ー協同で取り組むことに対する期待Iま何か?

あなたの所周岨輔の宜厩における回活動の目的は何か?

回のスケジュールは?(煩庫、時期)

あなたが買睡できる責圃は阿か。(入、時間、予算、場所)

目3を協力して行えるt=けの共置車をもっているか?

Doaa""也泊皿'JI!a責属」包曲8年3月"日開催ファカルティディペロヲパ-a・
E 於憂慮文字).贋.

.w担W担の関係を目指す

EZWER杏子手 " 
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四回一員能力開発
ネットワークによる

佐蔵着章

〈量撮文学教育・学生支援梅構敏宵企田章〉

EH“嶋E 量・・.~

車ツトワ~コア唖1<3大掌}
-束事...大事.甫鋼大寧

皐ツトワ一歩調圏核(13大事.)

【E・鳳}
-鳳宜匝.蟻衡実...盟カタリナ大...・山大...峰山富・女子大，、
今治・・担調*・..・実子個・*・-・山車・短周大....山畑掴お・

t・・.)
回国大'

f盲畑風}
薗銅女子大・.盲掴工制大・.盲掴・圃.淘大・.盲畑III盲.専円・檀

EHlþ，o‘E 量.~

l 取組の概要

:~臨時ワークヨ3噌
FDer(77:bル~・ヂィペロフバー漕慮プロク，.. と貧..，1奪回開・2民臥・・化

lさM 腸笹・R・修プログラム.咽拠開園・*担当.

団牟仲ヲ→加盟犠
j コ，..と温.".プロク'...，1亀岡実.... ・@倹置@偲*.爾'館員・・. .，総量・
1 実aなど.車a大，で怯圃・e・11*...
団圃毘司I'TAD柵伺KSD.T.岨ロログ，.. ・.....大'間人事事離を置・"に
l串、、エリア4臨時ヲータ肉@大掌.広岡同盆・圃昆.，.拙闘土.

4二b.--
学生の量かな学びと戚.を支揮する、..的力量を
もった高等敏宵のプロフエツショナ'J!.豊田聞から車出

... 剛隼鹿実'嚇隼噌.崎綱附持切削除禽-

。@
一副

l 実施体制と健闘 l 

EHIME.鋼大'

且!n旦主!I工

一 直璽霊園

e"')w I!:王耳目
mE'!週

竺竺直面画

【田園地区大.-・カ圃・*.トワーク】

l 取組内容① l 

FD(ファカルティ・ディベロップメントMこお付る憤.
rFニ.T:FOel劫益面ーー-

(o)FDer.婦の鬼a同体轟的プロタ，.. 闘凪資格畏件.，.酎
(b)FD町也...，た.".，葡11鳳;a1J'インターンシヲフ@聾λ

iF-主酷停品野書面首官晶官官是協)FD:1ロ拘ム@圃信、

:F-3:書.FD:1ロタラA骨体轟ft.・・.ft~圃材会開'‘寓畠

i唱布aE昔話E弘吉際E韓1ft"勢同漕S苦闘嗣魔瞬間.

:F-4:載宵a・z・("←チン"."，.ートフボJオ同開舞

EHIME.鋼大'

UNIVERSITY 
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l 取組内容⑧ | 
50(ス書ツフ・ディペロップメントMζお付る協働
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:S-2:闘醐回実卸7'*'ー押すリオ】@闘
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..._----------------------------------------------------------ーーー

EH“嶋E 量・・，~

l スケジュール | 
平属20草車
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圃・・・'.f-1-3. 8-3) 

寧圃21隼鹿
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写真量.文学でのFO研修i.量
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旭豊担っτい〈著者白人相聾慮橿留を轟止しτい(0::とがで曹晶.

i【鳳体的効果】

:0効率的、劫暴的な大学敏鴫鳳の人材育膚
:司.;1:.位・旬....・@・，，&ず‘カリ"'，ラム...・宵・.IID..I"等'肉.，.宵官軍
l 盆・m円滑他.
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「田園地区大学教鴎圃官底力開指ネットワーク』

EHIME聞神

UNIVERSITY 
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FDネットワ-'.}代表者会議 2008.9.2ι26

FD r担い手蹟J r費叶皿薗」へ
ぬ焦点化と高等叡育自民革命動向

国立教育政策研究所総括研究官
川島啓二

Aゐ血wo1InstituωforE出国曲四a1POJiCY lIe.O刷血』品叫'AN

rFDが成果をあげていない」という
指摘をどう受けとめるのか

そこで出てきた話が・-

・拠点センター

・大学聞の『協同』

.フアカルテイ.デイペ口

.大学教員の能力標準

.新任研修、プレFD

.ナショナルセンタ-
F守
;:';;:; NI由民旭IbJsti.加tefurEdur.温b個a1PoJicyR田圃rcb，JAPAN

FDの実質化とFDer

【固による支援・取組1

・大学教員の教育力向上のため、全大学で充

実したFDが実施されるようFDの実質化に向

けた主体的な取組を各大学に促す総合的な

取組を進める。

FDの企画・運営の充実に向け、実施体制の強化を
支援する(例えr;l!、ファカルティーディペ口‘yパーの配
置・養成など)。また、全ての新任教員に対し、 FDの
機会が提供されるよう、各末学に求めていくことも検
討する。 「学士標程教育の構築に向けてJ(曹障のまとめ)
p.42 

~1 
高官 抽血旭1I=幽..'"血岨b個a1PoJicyR卸値E叫品目MN

何がFDを進めていくのか

・制度:ナショナルレベル、学肉レベル

.手法

・組織・・・・FDセンター、 FD委員会

.プログラム

・人=ファカルティ

↑ 

・車問塞(ファカルティーディペロッパー)

r .... 
4開 N.依田1m.偏向島eforEdw渇街区wPaJicyR四回rcb，JAPAN 2 

大学問連携とネットワーク化

【固による支援・取組】

.優れたFD'SD活動等を行う大学に対して支

援するとともに、それらの取組に関する情報

提供を行う。

例えl耳、単独の大学の取組のみならず、拠点的なFD
セン告ーを中心とする大学問連携による活動、 FD関
係機関や専門家のネ引トワーク化の取組を促進する
。教育業績の評価に関する有効な実践や、太学院
における優れたプレFD活動に対しても支援する。

『学士課程教育の構築に向けてJ(審議のまとめ)p.42

3 
~1 
d開 NlI.tirm.lbm偏向teforEduc.曲目a1Pa1icyR個 個rcb，JAPAN 4 

FDerの協同によるモデル開発

~国立教育政策研究所のプロジェクト~

.rFDプログラムの構築支援とFDerの能力開

発に関する調査研究J(平成20年度-22年度)

'FDマップの作成
(高等教育学会で発表)
.標準プログラムの開発
'FDerの実態調査

圃iニーD
‘号訴1

5 沼 地 臨 山 臨 時 町 四 臨 . J 時 即 時JAP.<N e 
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気になっていること・.. 

-中教審への諮問「中長期的な太学教育の在り方

についてJ(2008.9.11) 

制度改革ステージの再登場

「大学における教育改善』の優先度は。

文学分類別FDネットワークの必要性I孟?

教育組織改革の識論

→同僚性原理、専門家原理への聞い?

↓ 
要は、前提そのものが聞い直される場面が・..

専
門
宮
原
理

FD実施の在り方についての類型化(試案)

推進

京大
量鰻

法政

間
保
怯
扇
理

8 
r .... 
4開 N.依田1m.偏向島eforEd~四街区udPaJicyR四国rcb， JAPAN7 

名大

ー 開!I支撮

"，1，;:' Nati，四 albJsti.旬teforEdl岨 b個alPtuicyR四国E叫必釦PAN



－ 286 － － 287 －

Ⅳ－４. 付録10

第1回 JFDNにおいて
意見交換したいこと

2008.9. 25-26 

慶慮義塾末学

井下理

いのしたおさむ

討議したいテーマ

1 FDの定義・再考

2FD活動の対象範囲をどう捉えるか

・正課外領域の充実はFDの範囲内か

3 FDの専門家とは何か

FDの専門性とは何か

FD専門家の役割/養成/課題

4 FDネットワーキングの使命・役割とは何か



－ 286 － － 287 －

.JFDN後記:第1回m ネットヲーク代表者会副の意義と今後

2008年 9月 25日(木) .26日(金)、ホテ

ル阪神にて、第 1回FDネットワーク代表者会議

可""->.....0--= 

(Japan Facu1ty Deve10p皿ent Network 

JF百N)が開催され、 1841が参集して、日本です

でに発足しているいくつかの FDネットワークの

現状と課題について報告し合うと共に、今後の

- FDおよび FDネットワークのあり方について融

輸する揚がもたれた。これは、 2008年度目大学設置基準の改正によって、すべての高等教育機

関において、いわゆる四百」が義務化されたのと軌をーにして、文部科学省特殊要因経費枠伝

おいて採択され、 2008年 4月より、京都大学高等教育研究開発推湛センターを実施主体とし

て開始された「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」プロジェクトの一環として開催さ

れたものである.

FDが義務唱されたと言うことは、まさに、我々自身が、我々自身のために、我々自身の FD

を手にしていかなければならないということであろう。しかし、 FDそのものは、多様な捉え

方が可能であり、また、多様なアプローチ、多様な手法が、それぞれの大学のローカリティに

即してあり得るのであって、やみくもに海外先進事例を導入すればよいというものでもなく、

手探りで作り出していく必要のあるものである。その意味で、 FDに関わるネットワークや、

E百拠点が形成される意味は大きく、そこで集められる情報や知見を共有し、それに基づいて、

ローカリティに応じた自分たちのE百を、ネットワークにおける相互交流を通して、共に、新

たに作り出していくことに結び付けられるような体制作りは急務と言えよう。この沼百N第 1

回会合は、その第一歩としてのチャレンジでもあり、まt、その責任を感じる出発でもあった。

各地の FDネットワーク担当者による、 泊の合宿を通して、さまざまな視点からの議論が途

切れることなく積み重ねられ、今後のmやFD 圃 ー ・ ・
ネットワークへの示唆を書加者それぞれがつか

み取ることができたのではないかと恩丸そし

て、この JFDNが、今後、どのように発展して

いくか、そのことは、日本の FDの活性化、大

学教育の進展の行方を左右するポテンシャルを

秘めた場として、鋭意、育てていきたいもので

ある。

(編集，大塚雄作)
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町一5.若手 FD研究者ネットワーク(JFDNJr.) 

1.はじめに

近年の各大学における高等教育センターの設置や学部・学科における FD活動の隆盛などを

背景に、 FDに関わる若手研究者の数は年々増加している。彼ら若手研究者は、高等教育セン

ターの教員や研究員、学部・学科の FD委員など多様な形で FDに関わっているし、彼らが研

究者として持っているディシプリンや思い描くキャリアなども実に多様である。しかしながら、

FDに関わる若手研究者には、その置かれた状況の不安定さや困難さという点において共通性

が見いだせる。たとえば、彼らの多くは過重な日常業務と自らの研究の両立に大きな困難を感

じている。日本の大学では、テニュア・ポストへの採用やその後の昇進において、依然として

研究業績が重要視される。こうした中、大学教員としてのキャリアのスタートラインに立った

ばかりの若手研究者にとって、自らの研究の時聞が満足に取れないということは、その後のキ

ャリアに深刻な負の影響を及ぼしかねないことを意味している。

また、 FDに関わる若手研究者にとってのもう 1つの大きな問題は、若手同士横の連携を持

つことができず、困難な状況の下で、それぞれ孤立してしまっているということである。彼ら

はこれまで相互に情報交換したり交流する機会・手段を持つことができなかったため、自分以

外の若手研究者がどのような状況下でどういった業務に携わっているかを知ることもできず、

互いに有益な情報を共有したり、励まし合ったりといったこともできずにいた。特に高等教育

センターに所属する若手研究者の孤軍奮闘ぶりについては、第 14回大学教育研究フォーラム

(平成 20年 3月 27日)における村上正行・杉原真晃らによるラウンドテーブル「高等教育セ

ンター若手教員の奮闘」において報告され、この問題に一石を投じることとなったo

2. JFDN Jr.の設立とその特徴

上記のような現状を鑑み、これを打開すべく、私たちは「大学教員教育研修のためのモデル

拠点形成」における「圏内連携」の一環として、 FDに関わる若手研究者の全国ネットワーク

の構築を決意するに至った。このネットワークは「若手FD研究者ネットワーク (JapanFaculty 

Development Network for Junior Researchers: JFDN Jr.) Jと名付けられた。その設立目的

は、 fFD推進のための情報交換、実践研究、および情報発信をおこなうことを目的として、

FDに関わる若手研究者を組織化し、問題点や成功事例を共有する」ことにある。 JFDNJr.は

運営組織として運営委員会を設置している。第一期運営委員会は、北は岩手県から南は沖縄県

まで全国 19の国立・私立大学から、 19名の FDに関わる若手研究者を運営委員として委嘱し、

これに京都大学高等教育研究開発推進センターの若手教員 3名を加えた、全国 20大学 22名に

よって構成されている(表 1参照)。
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表1.JFDN Jr.第一期運営委員会メンバー(運営委員は 50音JI慣)

氏名 所属 職名 備考

天野智水 琉球大学大学教育センター 准教授 運営委員

岩男卓実 明治学院大学心理学部IL'理学科 准教授 運営委員

江木啓司11 東京農工大学総合情報メディアセンター 助教 運営委員

江本理恵 岩手大学大学教育総合センター 准教授 運営委員

岡田佳子 長崎大学大学教育機能開発センター 准教授 運営委員

尾津重知 大分大学両等教育開発センター 准教授 運営委員

香川順子 徳島大学大学開放実践センター 助教 運営委員

葛城精一 香川大学大学教育開発センター 准教授 運営委員

小島佐恵子 北里大学一般教育部両等教育開発センター 専任講師 運営委員

杉原真晃 山形大学両等教育研究企画センター 講師 運営委員・副代表

中島英博 名城大学大学院大学・学校づくり研究科 准教授 運営委員

西森年寿 東京大学教養学部教育開発推進機構 特任准教授 運営委員

野田文香 立命館大学教育開発推進機構 講師 運営委員

細川和仁 秋田大学教育推進総合センター 准教授 運営委員

松河秀哉 大阪大学大学教育実践センター 助教 運営委員

村上正行 京都外国語大学マルチメディア教育研究センター 准教授 運営委員・代表

森田健宏 夙川短期大学児童教育学科 准教授 運営委員

山田剛史 島根大学教育開発センター 専任講師 運営委員

渡辺達雄 金沢大学大学教育開発・支援センター 准教授 運営委員

田口真奈 京都大学両等教育研究開発推進センター 准教授 代表幹事

及川恵 京都大学高等教育研究開発推進センター 特定准教授 幹事

石川裕之 京都大学高等教育研究開発推進センター 特定助教 幹事

計 20大学 22名

(平成 21年 2月現在)

本ネットワークの第 1の特徴は、その同僚制的性格にある。 JFDNJr.には特定の中心的人物

や追従すべき既存の理念・モデルといったものは存在せず、むしろ横の連携を通じたボトムア

ップによって、新たな理念やモデルを構築していくことを企図しているのである。第 2の特徴

は、本ネットワークは自らを「研究者」と規定するメンバーによって構成されている点である。

したがって、 JFDNJr.は単なる実務者や専門家の集団ではない。メンバーは皆研究者としてそ

れぞれのディシプリンを持ち、 FDに関する日常業務をおこなう一方で、常に自らの研究(メ

ンバーによって、それが FDと関連する場合もあれば、関連しない場合もある)を遂行し探究

しているのである。
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3.運営委員会第一回会合(平成 20年 7月 19日・20日)

平成20年7月1913・2013の両日、三井ガーデンホテル大阪淀屋橋において、運営委員会の第

一回会合を開催した。プログラムの詳細や内容については、下の表2と表3を参照されたい。

表 2.JFDN Jr運営委員会第一回会合プログラム

日程 時間 プログラム 内容

-設立目的と本会合の趣旨について

司会.京都大学高等教育研究開発推進センター准教

授 田口真奈(ネットワーク代表幹事)

-開会の挨拶

京都大学高等教育研究開発推進センターセンタ
13:30 

セッション 1 ー長 田中毎実
~ 

-ネットワーク代表挨拶・自己紹介
15:10 

京都外国語大学マルチメディア教育研究セン

ター准教授村上正行(ネットワーク代表)

-各運営委員および幹事による自己紹介

rFDとの関わりと研究のパックグラウンドにつ

いて』

7月 19日 15:10 

(土) ~ 休憩

15:20 

15:20 -グループ討論

~ セッション2 『研究者としての専門性と組織における役割』

17:30 -討論の結果報告・質疑応答 (50分)

17:30 
チェックイン

~ 
休憩・自由時間

18:30 

18:30 

~ 懇親会

20:30 

20:30 セッション 3 FDとうまく関わるためには?!

~ 
7:30 

7月 20日 ~ 朝食

(日) 8:30 

~ チェックアワト
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9:00 

-グループ討論

『予算と時聞があったらこんなことがしたい!~

-討論の結果報告

-今後の活動計画について
9:00 

山形大学高等教育研究企画センター講師杉原
~ セッション 4

真晃(ネットワーク副代表)
11:00 

-活動に関する運営委員からの自由意見

-閉会の挨拶

京都外国語大学マルチメディア教育研究セン

ター准教授村上正行(ネットワーク代表)

11:00 記念撮影・解散

表3.JFDN Jr.運営委員会第一国会合議事録

【参加者】

・運営委員 19名に京都大学高等教育研究開発推進センターより田中(開会の挨拶)、田口、及

川、石川|の 4名と、の計 23名が参加。

【プログラムの経過と内容】

・設立目的と本会合の趣旨について

京都大学田口真奈准教授(ネットワーク代表幹事)より、設立目的と本会合の趣旨につい

て説明があった。

・開会の挨拶

京都大学田中毎実センター長より、開会の挨拶と JFDNJr.の設立構想に至った経緯につ

いての話があった。

-ネットワーク代表挨拶・自己紹介

京都外国語大学村上E行准教授(ネットワーク代表)より挨拶と自己紹介があり、その後、

幹事および各運営委員より自己紹介があった(計22名)。

-セッション2

参加者を4グループ(1グループ5-6人)に分け、『研究者としての専門性と組織におけ

る役割』をテーマに討論をおこなった。

。FDに関わる研究者が身につけ、発揮すべき専門性とは、「いい人」であること、「度胸と愛

矯」があること、コミュケーション能力や企画カが高いことなど、総合的な「人間カ」が

求められるという意見が多かった。一方で、調査・研究能力も求められており、「人間カ」

と調査・研究能力は、 FDに関わる研究者の専門性として不可分のものであるという意見

が出た。

。参加者は、第一線で大量の業務に追われ、重い責任を負わされていると同時に、 FD実践に
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対するやりがいや誇りも持っていた。そうした参加者の多くに共有されている問題意識は、

まず、「現在自分たちが置かれている厳しい状況や業務内容の改善、 FD実践の質向上のた

めには、何をすべきか」というものであった。

。その一方で、研究活動に対する認識やスタンスは、参加者の聞で違いが見られた。たとえ

ば、「日常的な FD実践をいかに研究に結びつけるか」、「日常的な業務と自らの研究の両立

を図るためにはどうすればよいか」、「高等教育センターの教員はアカデミック・スタッフ

かサービス・スタッフか」といった聞いは、現時点で必ずしも若手のセンター教員にとっ

て広く共有されているものではないように見えた。

。FDに関わる若手教員が組織から期待されていることは、交渉役であったり、お金をとって

くる役であったりと、実際的なものが多いという意見が閏た。また、 FD実践全体のコー

ディネーター役か FDプログラム開発などコンテンツ作成役のいずれか一方を求められる

こともあれば、その両方を同時に求められることもあるという意見が出た。

。FDに関わる中での困難な点としては、大学組織の現状に起因するものが多く出てきた。組

織としてのミッションが不明確なまま、個別の業務だけが大量に降ってくる状況や、組織

作りがいい加減であるため、センターの運営や FD実践が個人に頼り切ったものとなって

いる状況などが指摘され、大学の状況に即した組織論やマネージメント論確立の必要性が

述べられた。

・セッション 3

夕食後のセッション 3にでは fFDとうまく関わるためには?! Jをテーマに、有益な情

報交換がおこなわれ、メンバーが相互に親交を深める場となった。

-セッション4

『予算と時聞があったらこんなことがしたい!Jlをテーマに、異分野のメンバーで4つの

グループを作り (1グループ 5-6人)、討論をおこなったo 本セッションではグループごと

で実に多様な意見や要望が出てきたが、多くのグループから共通して提示されたのは次の 4

つであった。

。人材の相互交流、センターの相互訪問調査を通じた事例研究。

oFDの効果測定のための(ゆるやかな)指標の開発や基準の策定。

oFD活動の実施者や参加者(センター教員やその他の教員など)の意欲やインセンティブの

向上、癒しの提供。

。各大学でおこなわれている FD実践やコンテンツの情報化・データベース化およびその共

有化。

・今後の活動許画について

プログラムの最後に、山形大学杉原真晃講師より、以下の通り今後の活動計画について説

明があった。

。メーリングリストの設置によって、ゆるやかな連携による情報交換の場を準備・提供する。

。共同研究プロジェクトを推進する(科学研究費獲得を目指す)。

。大学教育研究フォーラムにおいて、昼休みの時間を利用し簡単なオフラインミーティング

を聞く。
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4.第一回会合の成果と今後の課題

第一回会合には運営委員会のメンバー全員が参加し、全国津々浦々から集まったFDに関わ

る若手研究者が、自分たちの置かれた状況や現在抱えている課題、これからの展望などを語り

合い、情報交換をし、親交を深めた。日頃、各所属組織において1~2人の少ない人員で孤軍奮

闘している若手も多く、同じ立場にある者がli白213でとことん話し合い、情報交換をする場を

持てたことは貴重な機会であった。なお、会合で提示したメーリングリストを通じた情報交換

の場の提供や共同研究プロジェクトの推進等の活動計画は、その後順調に推進されている。

こうした成果と同時に、会合では、 JFDNJr.の組織的発展のための課題も明らかになった。

それは、メンバーが共有できる理念と活動の方向性をどのように作り上げていくかということ

である。 JFDNJr.の各メンバーの所属や研究的ノ〈ックグランドは極めて多様である。たとえば

メンバーの所属は、国立大・私立大・短大、大規模大・中規模大・小規模大、都市所在・地方

所在など様々である。また、メンバーの多くは高等教育センター教員であるものの、学部・学

科FD委員や学部・学科非FD委員などもいる。さらに、研究者として持っているディシプリン

も教育方法学、教育工学、教育心理学、計量経済学、比較教育学、高等教育論など幅広い。

上述したように、 JFDNJr.f土、特定の中心的人物や追従すべき既存の理念・モデルといった

ものを持たない。したがって、その理念や活動の方向性は、メンバー自身がボトムアップによ

って新たに創成していく必要がある。こうした際に、 JFDNJr.が多様なパックグラウンドを持

った研究者の集まりであることは、幅広く知恵を持ち寄れるという点で強みであると同時に、

場合によっては、ネットワークへの求心力や理念・活動の方向性の共有という点において弱点

ともなりうる。

JFDNJr.の発展に向けた第一の課題は、実際の活動の過程を通じて次の活動の方向性を模索

しつつ、理念的な核と求心力をいかに創成していくかであると言えよう。その際には、次の2

つの事項をメンバーの問で共有していく必要があると考える。第1に、研究者のネットワーク

であるというJFDNJr.のレゾンデートルからして、各メンバーをつなぐ紐帯の1つが研究であ

る。したがって、その活動を構成する中心的要素の中には、 「研究の共有J (共同研究実施)

が含まれるべきであろう。第2に、 FDに関わる若手研究者の置かれた困難な状況が、 JFDNJr.

設立の背景であったことから鑑みて、 「現在自分たちが置かれている厳しい状況や業務内容を

改善し、 FD実践の質を向上させていくために、何をすべきか」という、現時点ですべてのメン

ノ号ーに共有されている切実かつ本質的な問題意識を、今後のJFDNJr.の活動のスタート地点と

していくことである。 JFDNJr.I土産声を上げようやく歩き出したばかりであるが、今後もその

設立趣旨達成とメンバーのさらなる発展のために努力していきたい。

く活動日誌〉

・平成 20年 5月 10日

JFDN Jr.立ち上げに向けた事前会合(於・京都大学吉田南 1号館201会議室)

参加者:村上E行(京都外国語大学)、杉原真晃(山形大学)、田口真奈(京都大学)、

及)11恵(京都大学)、石川裕之(京都大学)
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-平成 20年 7月 19日・ 20日

運営委員会第一回会合(於:三井ガーデンホテル大阪淀屋橋)

参加者:運営委員会メンバーおよび田中毎実(京都大学)の計 23名0

.平成 20年7月 22日

JFDN Jr.メーリングリスト開設

・平成 20年 9月 20日~平成 20年 10月4日

JFDN Jr.運営委員実態調査Webアンケートの実施(調査結果は、第四回大学教育研究

フォーラム・ラウンドテーブルにて発表予定)

-平成20年 10月

運営委員会メンパーによる平成 21年度日本学術振興会科学研究費補助金の申請

・平成 21年s月21日(予定)

第 15回大学教育研究フォーラム・ラワンドテープル(於:京都大学吉田南 1号館共 206)

fFDに関わる若手教員の現在と未来一高等教育センター若手教員の奮闘2ー」

企画:杉原真晃(山形大学)

村上正行(京都外国語大学)

話題提供:山田剛史(島根大学)

葛城浩一(香川大学)

石川裕之(京都大学)

村上正行(京都外国語大学)

司会:杉原真晃(山形大学)

(石川裕之)




